



 大 里 浩 秋
1．はじめに
　本所報№ 37に宗方小太郎の明治 21年の日記（中国滞在時期のもののみ）を載せ，№ 40に明治 22～
25年，№ 41に 26～29年，№ 44に 30～31年，№ 46に 32～33年，№ 47に 34～35年，№ 48に 36～













































　1月 11日―第 225号，第 226号，1月 22日―第 227号，1月 27日―第 278号［1月 22日 の 第 227
号から数日後の 27日に，番号が 50号分も飛んでいるのは変であるが，今はこのままの番号を踏襲す
る］，1月 28日―第 279号，2月 14日―第 280号，2月 28日―第 281号，3月 10日―※ 第 282号（上
海社会科学院歴史研究所，以下「上海」と略称，に所蔵されている。そのタイトルは「第二辰丸事件と
広東人」），3月 19日―※第 283号（上海所蔵，「第二辰丸事件の解決に対し自治会の運動」），3月 27日
―※第 284号（上海所蔵，「辰丸事件の余響」），4月 15日―第 285号，5月 8日―第 286号，6月 7日
―第 287号，6月 9日―第 288号，9月 18日―第 290号，9月 26日―※第 291号（上海所蔵，「袁世凱
の勢力と北京政況一斑」），10月 6日―「報告を発す」とあるが，『文書』にはない。第 292号の可能性
あり），10月 15日―第 293号，10月 30日―第 295号，11月 14日―第 296号，12月 15日―第 299号。

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3．明治 42 年 1月から 12 月までの日記
　明治 42年の日記は，己酉日誌と題した 1月初めから 10月 16日まで，飛んで 12月 1日から 12月 31














　海軍軍令部の手当ては，この年 8月からは年額で 2200円を支給することになったとし，事実 8月か
らは 3カ月分として 550円が支払われている。また，海軍の派遣で 10月から 11月にかけて北方に出か
け，各地で日本人，中国人多数に会って情報を仕入れては，それを北清遊紀に書きこんでいる。時間の




















　1月 7日―「雲南西本省三の鉄道報告至る」とあるのは，第 300号に該当すると推定される。1月 8
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日―第 301号，2月 6日―第 302号，2月 24日―第 303号，3月 13日―第 304号，3月 24日― ｢報 告
を発す｣ とあるが，『文書』にはない。第 305号の可能性がある。4月 24日―第 306号，5月 8日―第
307号，5月 14日―第 308号，6月 1日―第 309号，7月 23日―第 310号，7月 24日―第 311号，8
月 3日―第 312号，8月 21日―「文書を発す」とあるが，『文書』にはない。第 313号の可能性がある。
8月 25日―第 314号，8月 31日―第 315号，10月 8日―※第 316号（上海所蔵，「張之洞の逝去と北
京の政局」），11月 30日―「報告を作る」とあるが，『文書』にはない。「北清遊紀」の最後に置かれた
「北京政況拾遺」の一文が，それに該当し，報告第 317号にあたる可能性あり。※ 12月 13日―「北京
政況を報告す」とあるのは，『文書』の第 318号「北京の政況」を指すのであろう。
明治四十二年正月起
己酉日誌
一月元日　晴。五時半起床，盥嗽，衣を改め一家欒坐椒酒を傾く。十時領事館に至り御聖影を拝し，午
前知人を歴訪して年禧を賀し，正午日本人倶楽部の名刺交換会に列席，午後又出て廻礼す。是日朝来
夜に及ぶ迄知人の来て正を賀する者多し。
一月二日　晴。午前軍艦明石に至り寺垣司令官，伊集院参謀に面し新禧を賀し，正午永瀧領事の招宴に
大慶楼に赴く。同座は井手，浮田，武者小路，原田，紀成，佐原，阿部，及余なり。帰途井手，阿部，
原田等と知人を歴訪し，最後伊東米次郎を訪ひ，黄昏帰る。是日朝来賀客頗る多し。夜木下等来訪。
是日袁世凱免官帰郷を命ぜらる。
一月三日　陰。午前多少の賀客に接す。午後内人と軍艦明石の招宴に赴く。種々の余興有り。内外の賓
客約二百許。五時辞帰。内外各地に年賀状を発す。軍令部に書信を発す。
一月四日　陰。年賀状を発す。夜伊集院，平井徳蔵，井手三郎を招き晩餐を共にす。十時散ず。是日村
上列来訪。
一月五日　雨。内外各地の年賀状続々来着。午後三時永瀧領事の新年宴会に大慶楼に臨む。艦隊の将
校，居留民の重立つ者約百二，三十人。七時帰る。
一月六日　雨。終日在家。井野来訪。
一月七日　陰。露国田中耕太郎に致書す。倶楽部午餐会に出席す。午後平井徳蔵来訪。雲南西本省三の
鉄道報告至る。
一月八日　陰。午前同文書院に至り賀年，帰途上原を訪て帰る。海軍々令部に報告を発す。夜倶楽部に
至る。各地友人への年賀状を発す。
一月九日　微雨。頭痛。五時より内人と井野の招宴に杏花楼に赴く。井手，篠崎，秋田，村上夫婦同座
たり。八時帰る。熊本学生五，六人来談。
一月十日　陰。中畑夫婦来訪。中食後六三亭に謡曲初会に出席者二十余人。九時散ず。熊本学生来談。
佐原来訪。
一月十一日　微雨。東洋協会門田正経，河口介男に致書す。北京伊集院公使に致書し清国の時局に付き
注意する所有り。夜冨田安兵衛来訪，明後日の便船にて一時帰朝すと云ふ。
一月十二日　陰。海軍々令部に報告を発す。午後篠崎来訪。晩平井，佐原を招き晩餐す。
一月十三日　陰。宇土奥村宅に送金し，塩浜高野，松本両人に致書す。小川平吉，小林庸政，伊集院俊
の信至る。岳翁，並に海軍よりの信に接す。軍令部より二，三，四，三ヶ月分の手当金を送り来る。
一月十四日　陰。出て帽子掛を購ふ。南京伊集院少佐の信至る。
一月十五日　晴。午前泰東同文局に至り山葉風琴一台，其他附属品を購ふ。価四十三元余。午後池部鶴
彦来訪。夜謡曲を学ぶ。
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一月十六日　微雨。午後高島来訪，晩餐を饗す。時報館より銀二百元を送り来る。此れにて昨年中の分
皆完了せり。伊集院に復書す。佐々布質直に返信す。夜藤井兄弟，萩原来談。
一月十七日　積陰。午前安河内，鷹見，荒川来訪。晌午より徐家滙に猟す。雨。鳩二羽を獲，六時雨を
衝て帰る。松倉，田中清司，清浦奎吾氏の信至る。
一月十八日　陰。午後篠崎を訪ひ，転じて正金に至り金千円を受取り同文書院の急需に応ず。安河内来
訪。
一月十九日　雨。午後松尾の処に至り謡曲を学ぶ。安河内，井野来訪。夜倶楽部に至る。
一月二十日　雪，地上積三寸許，九時比に至て晴る。本年の初雪なり。北京増田中佐に致書し雑誌燕塵
に寄書す。鉄嶺村山正隆に致書す。
一月二十一日　晴。是日陰暦尽日にして光緒三十四年の最終日たり。
一月二十二日　晴。是日陰暦正月元日たり。清国宣統と改元す。狄平の処に至り賀正し，姚，汪，張等
の知人に名刺を送る。
一月二十三日　陰。村上，浮田，波多等来訪。波多は雲南の旅行より本日帰来せりと云ふ。之を留て晩
食す。
一月二十四日　陰。是日正午より木下温知と蘇州に赴き大東公司鳶兵太郎の寓に投宿す。晡時日本租界
に猟す。夜樗木耕一，福本等と談じ十二時就寝。
一月二十五日　雪。七時より木下，鳶と虎邱附近に猟し雉二羽，鶉四羽を獲，虎邱の茶館に投じて中食
し，夜に入て帰る。
一月二十六日　晴。八時鳶の寓を辞し停車場に至り虎邱附近に猟す。終に鳩一，小鳥一を獲，午後三時
半の汽車に乗じ，六時上海に着す。
一月二十七日　陰。白岩龍平，上妻博路，玉利少将等の信至る。晩木下温知，佐原篤介，秋田康世を招
き会食す。十一時散ず。是日午後小泉土之丞を東和洋行に訪ふ。蘇州鳶兵太郎に致書す。
一月二十八日　晴。細川，鍋島二侯，清浦子一行より礼状至る。倶楽部の午餐会に出す。
鴉片会出席の為に来着せる宮岡参事官以下七，八人来会。夜家族一同佐原宅を訪ひ，九時半帰る。
一月二十九日　陰。午前郵便局に至り国債償還金百円を貯金と為す。領事館に打田正六を訪ひ別を叙
す。其バタビヤに赴任するを以てなり。午後松尾氏に謡曲を学ぶ。夜倶楽部に至り，去て井手を訪
ひ，共に出て永瀧久吉の帰国を春日丸に送る。漢口隈元喜助の信至る。
一月三十日　陰。孝明天皇祭。
一月三十一日　雨。日曜日。是日村上と出猟の約有り，雨天により止む。安河内来り金一千元を返却
す。波多博，市川信也等来訪。清浦奎吾氏，並に冨田安兵衛，上妻博路等の信至る。五時より平野勇
造の招邀に赴く。晩餐の前後謡会を開く。来会者松尾，松本，鈴木，井手，桂，及余の六人なり。十
一時散ず。
二月一日　雨。終日在家。
二月二日　雨。岡幸七郎，有安，隈元，宇野海作，香山豐熹，高島義恭，佐々布質直，佐々正之，上妻，
角田政治，白岩龍平に致書す。南京辻武雄の信至る，之に復す。
二月三日　陰。午前郵便局に至り，井手の処に中食して帰る。夜倶楽部の謡曲研究会に出席，十一時帰
る。
二月四日　快晴。午餐会に出席す。
二月五日　晴。鉄嶺村上正隆の信至る。午後井手，浮田来訪。木下より鶉六羽を贈り来る。
二月六日　晴。海軍に報告を発す。午前平井徳蔵を訪ひ，十二時帰る。午時野満，池部来訪。午後波
多，市川来訪。波多より豹皮一枚，苗笛一個を贈る。四人を留め晩食を共にす。十時半帰る。九時阿
部夫婦来談，十二時辞帰。
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二月七日　晴。日曜日。六時より西郊に出猟小鳥二を獲，正午帰る。夜佐原来談，熊本詩社，鶏鼎社創
設に付き入社を勧誘し来る。
二月八日　微雪。
二月九日　晴。午前池部来訪。午後井手を訪ふ，在らず。去て中畑を領事館に訪ひ小談。夜平井，堀を
訪ひ，九時帰る。藤井太七来訪。
二月十日　陰。朝六時四十分車砧に至り平井徳蔵，岡田徳好の江浙沿岸に遊歴するを送る。午前北京順
天時報社上野岩太郎来訪。夜佐原を訪ふ。
二月十一日　快晴。九時小学校の紀元節，拝賀式に列席し，終て領事館に至り聖影を拝し，正午倶楽部
の午餐会に出席し，午後三時軍艦伏見の招宴に出席し，六時辞帰。篠崎宅の晩餐会に赴く。山崎正
董，神尾三伯列の医士連五名同座たり。一行は欧洲行の途次此地に寄港せし者なり。九時散ず。鉄嶺
村山正隆，熊本佐々布質直の信至る。
二月十二日　晴。午前井野，村上，河野，土井等を訪ひ，出師表石刻，並に筆を購ひ帰る。午後三時山
崎列を滙山碼頭に送る。漢口隈元喜助の信至る。夜井手の輪番主催なる無名会に佐原宅に出席す。上
野岩太郎来会。会員は井手，佐原，村田，神崎，黒川，佐原，及び会員外篠崎，村上，島田の三人な
り。十時半上野岩太郎を博愛丸に送り，十二時帰る。
二月十三日　晴。大阪鳥居赫雄の信至る。頭痛，終日在家。鉄嶺村山正隆に復書す。夜藤井太七来訪，
近々大阪に転任すと云ふ。
二月十四日　晴。日曜日。午前五時食事。六時村上貞吉と西郊に猟す。鳩二羽，鶫十羽を獲，五時帰
る。井野来訪。晩藤井を招き晩餐を共にす。
二月十五日　快晴，春暖。午後町野晋吉に致書。領事館に徳永格を訪ひ，帰途井手の処に小談，帰る。
平井，岡田，旅行途中よりの信，並に井手友喜の信至る。佐原篤介宅の晩餐案内に赴き，九時帰る。
佐々布質直来訪。
二月十六日　晴。午後家族と新公園に散策す。姚文藻来訪，之に清浦子爵よりの贈品二函を交付す。木
下温知来訪，小鳥十数羽，並に犬一頭を贈る。之を留めて晩餐す。夜謡曲を学ぶ。新嘉坡山口昇，熊
本上妻の信至る。
二月十七日　晴。九時井手を訪ひ，去て領事館に浮田を敲き，根津一の来滬を春日丸に迎ふ。熊本角田
政治に出師表石刻一冊，東京岡次郎に呉可読集一冊を送る。
二月十八日　雨。倶楽部午餐会に出席す。
二月十九日
二月二十日　陰。田中耕太郎，宇野哲人，有安一雄の信至る。午後井手を訪ひ，夜倶楽部に至る。
二月二十一日　晴。清浦子，久品，上妻，河口介男，原田棟一郎，鳥居赫雄，鶏鼎社に致書す。平井，
岡田，乍浦よりの信至る。迎英甫来訪，木下より贈りし猟犬を之に譲る。波多博来訪。新嘉坡山口昇
に復書し孫文への紹介状を封送す。独逸宇野哲人に復書す。午前村上貞吉来訪。出て佐原，井手を訪
ひ，井手の処に中食し，転じて阿部一毛を敲き三時帰る。飛雪撩乱。浮田夫婦，秦長三郎来訪せりと
云ふ。大阪松倉の信至る。鉄嶺村山正隆に内田の履歴書を郵送す。別に阿安鎮民に致書す。晩謡曲月
並会に出席。雪。
二月二十二日　陰寒。午後根津一来訪。夜長尾槙太郎来談。
二月二十三日　雨。午後池田郡蔵，篠崎都香佐来訪。
二月二十四日　陰雨。海軍に報告を発す。井手を訪ひ正午帰る。午後安河内来訪。晡時高宮議来訪。夜
佐々布来談。
二月二十五日　陰。白岩龍平，高洲太助，永瀧久吉に致書す。武田寧，上妻博路の信至る。細川侯爵よ
り宝生流謡本一部を賜はる。武田に致書し，細川侯に謡本の賜を謝す。午後安河内来訪，三千元に対
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する本日迄の利子百四十六元を送り来る。熊谷直亮に其子直幹債務支払残額金四円を郵送す。
二月二十六日　雨。午後佐原を訪ひ，去て松尾に抵る。五時河野久太郎を訪ひ，六時杏花楼に根津氏の
招宴に赴く。来会者平野勇造，御幡雅文，井手，佐原，高宮議，上野貞正，安河内，和田連次郎，及
び余の十人なり。八時半帰る。
二月二十七日　陰。午時より家族一同南陽丸に至り木下温知を訪ふ。船内の各部を巡覧し中食の饗を受
け，午後六時半の小汽船にて帰る。大連阿南，川口等の信至る。
二月二十八日　陰。是日先考十三年の忌辰たり。時物を供へ祭を為す。午後楊樹浦に至り軍艦音羽を訪
ひ司令官寺垣少将，秋山艦長，伊集院参謀に会し，四時半帰る。晩藤井太七来訪。
三月一日　晴。午前高宮議，池部隺彦来訪。午後井手三郎来訪。家族を伴ひ電車愚園に至り書画，金
石，賽会を縦覧す。総督端方の出品に係はる三代の祭器，鼎等の数頗る見る可き者有り。四時帰る。
頭痛甚しきを以て褥に就く。文学士桑原隲蔵来訪，病を以て辞す。夜佐々布質直来訪。
三月二日　晴。正午高宮を車站に送る，来らず。転じて同文書院に至り根津，上野等を訪ひ，帰途秦，
河野，小平等を歴訪し，途中書肆に至り光緒政要の預約，並に二十四史を訂購し，筆を購て帰る。東
和に桑原文学士を訪ふ，在らず。河野，児玉両学生来訪。夜謡曲を学ぶ。
三月三日　晴。北京宇野海作の信至る。夜謡曲研究会に出席。
三月四日　晴。午前上妻博路来訪，昨日来着せりと云ふ。午餐会に出席す。午後佐々布来訪。六時より
同文書院の招宴に四馬路杏花楼に出席す。来客六十余人。九時散ず。
三月五日　陰。朝浮田郷次来訪。鉄嶺村山正隆よりの電報を携へ来る。村山よりは内田友義採用の事を
通知し来れり。京都内田に右の趣を通報す。村山，河口，大江，高宮に致書す。夜謡会に出席す。熊
本角田政治，上妻博之の信至る。
三月六日　陰。午後河野久，中畑栄，池部政二，上妻博路来談。
三月七日　日曜。晴。前五時半より西郊に猟す。鳩一，小島十四を獲，三時半帰る。久品介善，角田政
治の信至る。
三月八日　陰。午後井手，上妻来訪。杭州吉岡彦一に致書す。
三月九日　雨。宇土に金三円を郵送し先考十三年忌の読経，供物の資を為す。内田友義に金三十円を送
り鉄嶺行の旅費に充つ。領事館に中畑，池部，宮尾等を訪ひ，帰途井手を敲き帰る。寺垣司令官より
十一日晩餐の案内状到る，之に復す。夜倶楽部に至る。波多生来る，留め晩餐す。
三月十日　雨。午後上妻来訪，本人の為に蘇州高田，北京西田耕一に致書す。夜伊集院来訪。夜佐原を
訪ふ。
三月十一日　雨。午餐会に出席す。午後井手と狄平を時報館に訪ふ，在らず。五時半南清艦隊司令官の
招宴に軍艦音羽に赴く。同座は伊東，藤瀬，松木，井手，及び余の五人と秋山，関田両艦長，以下伊
集院，船越両参謀，外二人なり。九時辞帰。風雨。
三月十二日　風雨。松本正純の信至る。佐野直喜に致書す。下午井手三郎来訪。鉄苓村山正隆，大連森
茂，岳翁大人の信至る。
三月十三日　陰。海軍々令部に報告を発す。午後武者小路公共，池部政次と西郊に猟し鳩一，鶫二を
獲，五時帰る。藤井，牛丸，波多を招き晩食す。
三月十四日　晴。午前寺垣司令官，伊集院，船越両参謀来訪。午後家族と出て吉坂に至り撮影す。今井
邦三，上妻等来訪，両人を留て晩餐す。
三月十五日　雨。吉岡彦一，阿多廣介，亀雄の信至る。
三月十六日　雨。午後上妻，安河内，七里恭三郎来訪。岳翁，友義，小山田淑助，白岩龍平，樗木耕一
の信至る。是日井手愛而近路に移り来る。往て之を訪ふ。
三月十七日　雨。七時郵船碼頭に至り侍従武官関野大佐，並に井手友喜夫婦を迎へ，帰途七里を豊陽館
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に訪て帰る。井手を訪ふ。晩井手兄弟，並に友喜の夫人を招き晩食す。
三月十八日　陰。午餐会に出席す。午後五時領事館に至り，武者小路，浮田，伊東，菊地等と軍艦音羽
に至り寺垣司令官の招宴に列す。関野侍従武官を主賓とし予等一行五人と艦長，副長，参謀十余人な
り。九時辞帰。西本省三，熊谷直亮の信至る。井手，藤井太七来談。
三月十九日　雨。悪寒頭痛。正午内人，並に信子を伴ふて雅叙園に至り支那料理を用ひ，二時帰る。七
里恭三郎，井手三郎来訪。晩侍従武官の招待会に倶楽部に出席す。九時帰る。佐々布来訪。
三月二十日　微雨。八時半信子の帰国を弘済丸に送る。侍従武官亦此船にて帰朝，往て別を叙す。九時
半開船。帰途七里を豊陽館に訪ひ，井手，河野を拉して帰り，謡曲を謡ひ中食を共にす。午後野満，
池部，上妻，上野等来訪，之を留て晩食す。
三月二十一日　陰。朝井手を訪ふ。午後池部政治夫婦，井野春毅，井手友，上妻来訪。夜謡曲月並会に
出席す。修史材料蒐集の為め来滬中の藤野静輝亦来会，博学善談。十一時半散会。
三月二十二日　微雨。午前正金に至り金千円を受取り，帰途篠崎を訪ふ。午後安河内来る，千円を貸附
す。荒木七十郎，河口介男に致書す。是日より上妻博路来り寓す。夜居留民会に出席す。
三月二十三日　風雨。中島裁之の信，並に土井伊八の案内状至る。晩倶楽部に至り，八時より佐原宅の
無名会に出席す。来賓として藤野静輝，桑原文学士来会。会員は井手，佐原，西郡，神崎，浮田，黒
川，並に小畔，阿部の諸人なり。十二時散会。
三月二十四日　晴。海軍々令部に報告を発す。午後中畑を領事館に訪ふ。橘三郎来会，只今着せりと云
ふ。六時土井伊八の招邀に赴く。御幡，井手，古荘，河野，澤本，青木列来会。九時帰る。
三月二十五日　晴。十時小学校の卒業式に臨み，正午倶楽部午餐会に出席し，午後藤野静輝を東和に訪
ふ，在らず。四時帰る。橘三郎，岸田太郎等来訪せりと云ふ。晩迎英甫来訪，湖南に転任すと云ふ。
藤野静輝来訪。夜堀扶桑夫婦来訪，十一時去る。葉室，佐野，伊集院，亀雄，安藤虎，阿南，川原の
信至る。
三月二十六日　晴。午後橘三郎を訪ふ。夜倶楽部に於て宝生観世の聯合謡会に出席す。藤野君山来会。
十二時散ず。
三月二十七日　晴。午前井手，佐々布来訪。午後波多来訪。晩食後家族一同に波多を加へ基督教青年会
紀念会に出席す。会する者約千余人。耶蘇一代記の活動写真を見，十一時帰る。迎英輔来訪，長沙に
転任すと云ふ。
三月二十八日　晴。同文書院学生高島，五島等来訪。午後二時内人と堀扶桑を訪ひ，晩食の饗を受けて
帰る。亀雄，小田桐の信至る。
三月二十九日　晴。午前六時四十分の汽車にて江湾附近に出猟小鳥八羽を獲，十一時帰る。午後河野仲
之助，児玉，並に熊本学生四名来訪。熊本学生を留め晩食す。
三月三十日　晴。午後佐々木武蔵来訪，清江浦より此地に帰任せし者なり。是日雛祭を為し清子の学友
四人を招く。晩藤野君山来訪。夜謡曲を学ぶ。佐々布来訪。
三月三十一日　晴。午前井手と白岩を東和洋行に訪ふ，本日来着せる者なり。去て領事館に永瀧を敲
く，昨日帰任せりと云ふ。中畑と小談，十二時帰る。午後村上，土井，迎，佐々木等を訪ひ，五時倶
楽部の藤野君山の招待会に出席す。佐々布，並に独逸留学の古賀栄信来訪せりと云ふ。
四月一日　晴。午前十時井手と郵船碼頭に至り久邇宮妃殿下を迎ふ。帰途豊陽館に古賀栄信を訪ふ，在
らず。正午倶楽部午餐会に出席す。古賀亦来会。五時妃殿下を送り，帰途井手，村田と藤野に餞別金
募集の事を商量して帰る。夜井手を訪ふ。
四月二日　微雨。午後黒木保，中村海田来訪。池部，河野久太郎来訪。町野晋吉，内田友義の信至る。
山口昇来訪。糸川海軍少佐成太郎を松崎洋行に訪ふ。夜中村海田来り旅費を請ふ。五円を与ふ。
四月三日　晴。神武天皇祭。九時井手兄弟と春日丸に河野久太郎，藤瀬政次郎の帰国を送る。午後西本
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願寺北畠玄瀛を訪ひ寛談，去て佐々布，池部政治を訪ひ，寺垣司令官の杭州行を送り，帰途井手と倶
楽部に村田に会し藤野の事を商量して帰る。六時村上貞吉の招宴に赴く。同座は上野貞正，長野槙太
郎，福岡禄太郎，篠崎都香佐，秋田康世，安河内弘等なり。十時帰る。市川新也，大山某，波多博，
佐々木武蔵等来訪。
四月四日　陰。午後井野，井手来訪。井手と姚文藻を訪ふ。蘇州に往て在らず。五時神崎正助，阿部一
毛夫婦，並に堀扶桑来訪。堀，孔子集語一部を贈る。
四月五日　雨。午前北畠玄瀛，藤野君山来訪。荒木七十郎より十二，一，二ヶ月利子を送り来る。七里
恭三郎，内田友義の信至る。安河内弘来訪。夜伊集院俊来訪。
四月六日　晴。午前預金通帳三冊を郵便局に差出し利子記入の手続を為す。秋山音羽艦長，伊集院参
謀，浮田郷次に明日晩餐の案内を為す。午後藤野君山を大東碼頭に送る。五時に及ぶも来らず，之を
其寓に訪はんとす。之に途に遇ふ。漢口岡幸七郎，南京井原への紹介状を与へて別る。佐原を訪ひ小
談，帰る。夜佐々布，井手夫婦来訪。
四月七日　晴。午前池部来訪。午後古澤藤三郎来訪。晩秋山音羽艦長，伊集院参謀，浮田副領事を招き
晩餐す。十時半散ず。
四月八日　晴。午餐会に出席す。河口介男の信至る。夜井手友喜来訪。
四月九日　快晴。午前五時半井手と西郊に猟す。是日春色駘蕩，菜黄麦緑，桃李盛に開き野趣掬す可
し。小鳥五肘を獲，十時半帰る。白岩龍平在り，井手を招き会談。午後文学士桑原隲蔵来別，明日の
船にて帰朝すと云ふ。松倉に復書す。木下より鴫二十羽を送り来る。
四月十日　晴。午前桑原隲蔵を東和に訪ひ別を叙す。午後一時より内人を伴ひ旗艦音羽のアットホーム
に赴く。角力，演劇，撃剣等の余興有り。五時半辞帰。木下温知来訪。
四月十一日　晴。午前十一時家族同伴，井手兄弟と電車，徐家滙製筆会社に至り桃花を観る。白岩夫婦
来会。酒饌の饗有り。是日桃李盛んに開き，菜黄麦緑，春色十分，快適殊に甚し。午後六時辞帰。熊
本香山豐熹の信至る。北京西田耕一の信至る。
四月十二日　晴。午前木下来訪。晩司令官寺垣少将，鈴木明石艦長，船越参謀，井手三郎を招邀して晩
餐を共にす。十時散ず。
四月十三日　晴。五時六三亭の艦隊将校招待会に出席す。寺垣少将を主賓とし，秋山，鈴木両艦長，宇
治，明石艦長，参謀以下二十余人，主客総員八十余名。九時半散ず。
四月十四日　雨。海軍より五，六，七，三ヶ月分の手当を送り来る。軍令部川原中佐の信至る。午後井
手，伊東，菊池等と旗艦音羽に至り寺垣司令官，秋山艦長，伊集院，船越両参謀に面し別を叙す。明
日出港長江に潮航するを以てなり。転じて明石に至り鈴木艦長に面して帰る。
四月十五日　夜佐々木武蔵，井手三郎，宝妻壽作来訪。宝妻は本日漢口より帰来せりと云ふ。午前平井
徳蔵を訪ふ，昨日閩浙の旅行より帰来せる者なり。平井氏より青田産の印材，素麺，温州橘，醤菜を
贈り来る。
四月十六日　晴。午前鄭永昌，川本静夫，宝妻等を豊陽館に訪ひ，帰途東和に深野卯四童を敲き帰る。
午後井手の松尾氏に至り謡曲を学び，三時帰る。四時内人と高洲太助を東和洋行に訪ふ。重患に罹り
帰国する者なり。晩家族と井手宅の饗筵に赴き，□時帰る。
四月十七日　晴。午前井手と滙山碼頭に至り高洲太助の帰国を送る。軍令部名和少将に致書す。午後安
河内来訪，明日の学友会端艇競漕に銀五円を寄附す。川本静夫，今井邦三来訪。六時井手と伊東米次
郎の招激に赴く。同座は白岩夫婦，菊池夫婦，井手，及び予と内人となり。晩食後鉢木一番を謡ひ，
十一時帰る。
四月十八日　日曜。六時より江湾附近に猟し小鳥五羽を獲，八時半比より春雨頻に至り衣袂尽く沾ふ。
十一時帰る。是日同文書院短艇競争の当日なれども雨を以て行かず。午後佐々布来訪，之を伴て志保
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井を訪ふ，在らず。夜謡曲月並会に出席す。十一時半帰る。池邉吉太郎に致書，其姪高島醇の事を申
送る。
四月十九日　晴。軍令部吉田中佐の信至る。午後根津一来訪，昨日来着せりと云ふ。平井，大井両海軍
少佐，佐原篤介を招き晩餐す。
四月二十日　陰。午前井手と同文書院に根津を訪ふ。本夕出発，漢口に赴くを以てなり。正午帰る。午
後佐々木，高島来訪。
四月二十一日　陰。午前井手と商務印書館に小平を訪ひ，帰途筑前丸に石渡，神崎の帰国を送る。軍令
部岩村副官，吉田中佐に致書す。午後安河内来訪。晩家族同伴，井手等と佐原宅の晩餐に赴き支那料
理の饗を受け，十一時帰る。
四月二十二日　晴。午前井手宅に木村丑徳に会す。昨日来着，近日福州に赴くと云ふ。軍令部吉田参
謀，並に柳原，伊藤源七，村山正隆等の信到る。村山，柳原，町野晋吉，木下温知，中島裁之，佐野
直喜，西本省三，渡辺繁三に復書す。木下は漢口にてチブスに罹れりと云ふ。田畑新平に復書す。武
者小路氏夫婦来て別を叙す。明後日の春日丸にて帰朝すと云ふ。理髪後川本を訪ひ，六時武者小路，
蓮二氏の送別会に出席す。九時帰る。佐々布来訪。
四月二十三日　晴。井手友喜と朝食前車站附近に猟し鴫二羽を獲，八時帰る。十時井手と木村丑徳を滙
山碼頭に訪ふ，在らず。帰途長尾雨山を訪ひ，正午帰る。川本静夫，佐々木武蔵，上妻博路を招き晩
食す。
四月二十四日　晴。海軍に報告を発す。午後武者小路公共，蓮等の帰国を送る。河野，児玉，波多，那
須等来訪。波多，那須留飯。村上の処に至り晩餐し，十時帰る。
四月二十五日　晴。午前十時の汽車にて花田新三郎と江湾に下車し鴫猟を為し大鷸三羽を獲，五時帰
る。夜井手，木下宅を訪ふ。海軍々令部名和少将の信至り，来八月以降手当年額二千二百円支給の事
を報じ来る。山内嵓，佐々布遠，藤井太七，松倉，原田棟一郎，宝妻の信至る。
四月二十六日　微雨。軍令部名和少将，伊集院参謀，七里恭三郎に致書。七里の信至る。是日安河内よ
り金一千円を返却し来る。加藤駒二来訪。東京原亮一郎の贈品を持参す。五時より義勇隊招待会に六
三園に出席，七時半帰る。井手来談。商務印書館に小平を訪ひ二十四史の損書を調換す。
四月二十七日　晴。秋山音羽艦長に致書，並に治兵心書を郵送す。原亮一郎，荒木七十郎，吉田参謀に
致書す。午前銀行に至り預金を為す。午後野満，池部，船津辰一郎，鄭永昌，御幡雅文等来訪。船津
は本日帰朝の途次香港より立寄りし者なり。五時出て船津を送らんとす，来らず。晩謡曲を学ぶ。筑
後丸に至り村上貞吉，深野卯四童の帰国を送る，在らず名刺を留て帰る。
四月二十八日　雨。午前中島某を東和に訪ひ，白岩と小談。井手と高道武雄を佐々木医院に訪ひ，正午
正金原誼太郎の午餐の招きに赴く。高道，井手，予の三人なり。二時辞帰。藤井太七，西本省三，町
野玄同氏の信至る。町野氏よりは其三男晋吉二十日死去せることを報じ来る。五時高道の帰国を税務
碼頭に送り，六時倶楽部の同文会支部創立委員会に出席し，晩食後八時に至て散ず。出席者は永瀧，
上野，井手，白岩，御幡，黒川，佐原，大原信，及予の九人なり。
四月二十九日　晴。町野玄同氏に弔詞を送り，藤井太七，松倉，鳥居，原田，土屋，中島裁之に信片を
致す。午餐会に出席す。是日同県人中島為喜来訪，高島義恭よりの贈に係はる関兼房の短刀一口を贈
る。五時井手，中野と雅叙園に赴き木村丑徳を主賓とし，中島為喜，白岩，佐原を招飲し，八時半帰
る。途中加藤駒次を東和洋行に訪ふ。
四月三十日　晴。高島義恭に短刀の礼状を出す。平井徳蔵，木村丑徳，黒木保等来訪。五時倶楽部の総
会に出席，九時帰る。夜今井邦三来訪。京都桑原隲蔵の信至る。
五月一日　陰。上妻博路是日出発，大連を経て営口に向ふ。八時出て之を送り同時に白岩龍平の帰国を
送る。八時半より同文書院の町野晋吉の追弔会に臨席し，正午帰る。是日清国先帝大葬の期たり。中
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島為喜，高島醇来訪。晩篠崎，佐々布，長尾来訪。
五月二日　雨。日曜日。是日井手，神崎，上野，花田等と出猟の約有りしも雨を以て休む。午前井手を
訪ふ。中島為喜の為に岡幸七郎に紹介状を与ふ。 
五月三日　晴。午後郵便局に至り預金通帳を受取り熊本に金十五円を送り，帰途中島為喜，井手等を訪
ひ帰る。鈴木房夫，波多博，大山博来訪。鎮江佐々木武蔵，大阪原田，鳥居の信片至る。晩中島為喜
来訪，本夕より漢口に赴くと云ふ。
五月四日　晴。午前五時より井手と小笠原と江湾附近に猟し鴫五羽を獲，十一時半帰る。
五月五日　晴。佐野直喜の信至る。熊本学生田中，上野，外二名来訪。晩謡研究会に出席，九時帰る。
五月六日　晴。午前会に出席す。福建より来れる佐倉孫三と会談す。午後上海日報に至り，帰途平井，
秋田，佐原等を訪ひ，五時帰る。大連柳原又熊の信至る。
五月七日　晴。漢口藤野君山の詩片至る。九江秋山音羽艦長の信至る。
五月八日　晴。海軍々令部に報告を発す。午前佐倉孫三の帰国を送る。是日畳の表換を為す。午後両川
藤次郎来訪。晩鈴木房夫，野満四郎，波多博を招き晩食を饗す。予は藤田剣峯の送別会に佐原宅に出
席す。同座は藤田を主とし長尾槙太郎，井手三郎，小野兼基，篠崎都香佐，佐原，及予也。九時散ず。
夜佐々布来談。
五月九日　晴。日曜日。午前六時四十分の汽車にて井手友喜，並に日報杜の青年三人，神崎正助，荻野
元太郎，外一人，小平元，花田新三郎等と江湾に猟し大鷸一羽，鷸一，千鳥三を獲，六時の汽車にて
帰る。七時鈴木送別の謡会に出席，十一時帰。池部夫婦来訪せりと云ふ。
五月十日　晴。岳翁，上妻兄弟，田畑貞喜の信至る。奥村某，外一人来訪。
五月十一日　晴。午前井手と汪康年，姚文藻を訪ふ。午後領事館に中畑を訪ひ，帰途井手を敲き帰る。
夜北河南路村上，神崎列住所の附近に大災有り，往て両家，並に秋田の宅を見舞，九時帰る。河口介
男の信至る。
五月十二日　晴。午前印書館，河野久太郎を訪ふ。河野は今朝帰来せる者なり。阿南，村山正隆，篠原
邦威，軍令部，上妻，川口，緒方二三の信至る。篠原祐喜来訪，本日来着せりと云ふ。松岡，甲斐両
学生，並に秋田，神崎来訪。
五月十三日　雨。午前井手，狄楚青来訪。午餐会に出席す。是日時報館より正月より三月に至る銀一百
五十元を送り来る。満洲村山，北京西田耕一に致書す。七里恭三郎，上野岩太郎の信至る。
五月十四日　晴。午前日本小学校の学芸会に出席す。午後姚文藻来訪。町野玄同氏の信至る。清浦奎吾
に致書，海軍に報告を発す。外に香月，松倉に致書す。是日商務印書館に自用書籍代二十七元八角，
軍令部送り書籍代十一元二角を払ふ。佐々木武蔵に致書す。北京七里に致書，並に原稿を送還す。河
野久太郎来訪。九時出て春日丸に至り，報告を投函し，両川藤次郎，藤田剣峯に名刺を留て帰る。此
両人本船にて帰国するを以てなり。
五月十五日　晴。上妻博之に復書す。午後出て理髪。三時本願寺に至り町野晋吉の追弔会に列し，四時
帰る。
五月十六日　日曜。晴。六時四十分の汽車にて井手，荻野，外三名と江湾に猟し鴫六羽を獲，四時半帰
る。夜謡曲月並会に出席，十二時帰。深野卯四童，山内嵓の信至る。
五月十七日　晴。澤村幸夫来訪。晩長尾槙太郎来訪。伊集院俊の信至る。
五月十八日　晴。夜佐原宅の無名会に出席す。会者神崎，井手，佐原，浮田，西郡，原誼太郎，外印度
より帰来の某々二人なり。十一時半散ず。
五月十九日　晴，晩雷雨。午後篠崎来訪。高島義恭，樗木耕一，藤井太七の信，並に鶏鼎社の信至る。
上妻博路の信至る。
五月二十日　晴。朝佐々布来訪。午餐会に出席す。帽子を購ひ，上海日報社に至り，帰途北畠玄瀛を一
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訪して帰る。野田，池部，上野来訪。夜佐々布，澤村幸夫来談。午前山東平陰人朱蔭成来訪。村山正
隆，亀井陸良の紹介を持し来る。同文書院教師として来任せる者也。荒木七十郎より二，三両月分利
子を送り来る。
五月二十一日　晴。午後郵便局に至り熊本鶏鼎詩社に原稿並に会費一円を，東京隆文館に肥後文献叢書
代金拾五円を郵送す。帰途井手，篠崎を訪ひ帰る。夜井手友喜来訪。福州篠原祐喜，漢口木下温知の
信至る。
五月二十二日　晴。漢口木下温知に致書す。午後濱田磐吉来訪，本人を永瀧，中畑に紹介す。晩西本願
寺北畠玄瀛の招饗に赴く。同座は井手兄弟，阿部，外二人なり。十時帰る。是日午後波多来訪。
五月二十三日　晴。日曜日。井手友喜，上野貞正，荻野元太郎，神崎正助等と江湾に猟しシヤクヌギー
羽を獲，三時帰る。松倉，土屋の信至る。晩内人と篠崎の晩餐の招きに赴く。
五月二十四日　晴。午後清子を伴ひ出て帽子を購ふ。漢口木下より銀四十元を送り来る。内五元を其ボ
ーイに渡す。
五月二十五日　晴。午後松尾に至り謡曲を学ぶ。時報館より中国名画，並に漢碑石刻二冊を送り来る。
井野来訪。
五月二十六日　晴。午前井手来訪。午後両川，安河内来訪。蘇州姚の信，並に村山，松倉，肥後銀行，
黒龍会の信至る。午後四時より井手一家と家眷を伴ひ張園に曲馬を観，七時帰る。夜謡研究会に出
席，十一時帰る。
五月二十七日　晴。午前平井徳蔵来訪。午餐会に出席し，上海日報社に至り小談，帰る。夜平井少佐の
招宴に六三亭に赴き，十時帰る。香月梅外の信至る。
五月二十八日　晴。林安繁，後藤助二，上妻博路の信至る。鉄苓村山正隆に致書す。午前平井徳蔵来
訪。午後池部，野満来訪。七時永瀧領事の招宴に六三亭に赴く。同座は狄葆賢兄弟，井手，浮田，中
畑，池部，佐原等なり。九時散ず。十時井手三郎の帰国を博愛丸に送り，十一時半帰る。
五月二十九日　晴。土曜日。
五月三十日　晴。午前郵便局に至り，帰途領事館，平井を訪ひ，十二時帰る。杭州岡田徳好の信至る。
両川藤次郎来訪。午後内人と澤本，島田を訪ひ，五時帰る。
五月三十一日　晴。午前郵便局に至り公債償還金一千二百円の記入を為し，預金中より整理公債十四枚
一千四百円，第二十八回勧業債券十枚二百円の購入手続を為し，証券保管帳を托して帰る。黒龍会本
部，並に肥後銀行生命保険部に復書す。
六月一日　晴。杭州岡田徳好より去年十一月西湖にて写せし細川，鍋島両侯一行の写真一枚，並に岡田
家族の写真を送り来る。岡田に復書す。海軍々令部に報告を発す。夜井手宅を訪ひ弔詞を述ぶ。其岳
夫死去せしを以てなり。夜澤村幸夫来訪。
六月二日晴。九時半井手夫人の帰国を送り，帰途理髪，十一時帰る。海軍々令部に報告を発し，河口介
男に復書す。北畠和尚来訪。海軍より日本海々戦第四周年紀念画葉書を送り来る。井手，長崎よりの
端書至る。夜平田彦熊来訪。
六月三日雨，晌午晴。午餐会に出席す。井手友喜来訪。晩井手と河野久太郎を訪ひ，十時帰る。
六月四日　晴。午前平田来訪。午後正金銀行に至り金を受取，領事館に永瀧を訪ひ，帰途狄宅を訪ひ時
報記事更正の事を商量して帰る。大雨。中島為喜来訪，本日漢口より帰来せりと云ふ。
六月五日　雨。午前長谷場某の帰国を春日丸に送り，帰途領事を一訪して帰る。杭州岡田徳好来訪，枇
杷一簍を贈る。同文書院和田連次郎来訪。午後澤村幸夫来訪。樗木耕一，香山豊熹に致書す。軍艦隅
田艦長より来七日茶会の案内至る。
六月六日　晴。日曜。岩村軍令部副官，川原鹿島副長，大阪商船会社末永一三に復書す。帰途平井，岡
田を豊陽館に訪ひ，去て篠崎，秋田を一訪して帰る。佐々布来訪，晩餐後帰る。夜半雷雨。
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六月七日　雨。高島義恭の信至る。之に復す。午後井手友喜，並に郵便報知新聞記者石川安次郎，中島
為喜来訪。三時岡田を訪ひ，電車にて滙山碼頭の軍艦隅田のアツトホームに出席，七時帰る。
六月八日　雨。午前岡田徳好来訪。山根虎之助，東洋協会門田正経の信至る。山根，高島に復書す。午
後鋳方徳蔵来訪，本日武昌より来着せりと云ふ。井手友喜，濱田某亦来訪。晩井手と鋳方を豊陽館に
訪ひ別を叙す。本日上船，帰国するを以てなり。筑後丸に至り名刺を石川半山に留て帰る。途上大雨
驟かに至り衣袂皆濡ふ。
六月九日　陰。上妻，並に肥後銀行の信至る。午後中島為喜，松本菊熊来訪。松本は北京より来着せる
者なり。京都工藤常三郎の信至る。
六月十日　陰。内人と礼査路に至り反物，其他数品を購ひ，午餐会に出席す。六時正金大島徳太郎の送
別謡会に倶楽部に出席し，十一時帰る。
六月十一日　微雨。村山正隆，藤井太七，古関信夫の信至る。古閑に復書す。上妻博路，海軍々令部に
発信す。夜大島，鈴木等船に送り名刺を留め帰る。帰途中島為喜を東和に訪ふ。
六月十二日　雨。午後安河内来訪。
六月十三日　陰。午前平井徳蔵来訪。午後池部夫婦，浮田夫婦来訪。井手友喜を招き晩餐す。河野久太
郎来談。
六月十四日　雨。貯金管理局より保管通帳を送り来る。同文会，黒龍会，軍令部，有働政喜の信至る。
小木曽僧人，工藤常三郎の添書を携へ来訪。
六月十五日　晴。午後野満四郎来訪。夜隠岐生来訪。四川宮阪九郎の信至る，之に復す。中島為喜来訪。
六月十六日　陰。午前井手，平井，佐原を訪ひ，十二時帰る。井手，松倉，香山の信至る。香山よりは
高島醇を同文書院県費生に採用せし事を通知し来る。井手友喜来訪。夜佐々木武蔵，市川信也来談。
六月十七日　雨。午餐に出席。郵便局に至り東洋協会に費四円，並に博文館に雑誌代を郵送し，外に松
倉，高島に致書す。帰途上海日報，池部等を訪ひ，四時半倶楽部の同文会委員会に出席，六時帰る。
波多博，甲斐，本田，高島四学生，並に中島為喜来訪。
六月十八日　雨。森岡正平の信至る。午後平井を訪ひ，去て吉阪写真店に至り熊本県人全体と撮影し，
五時半杏花楼の同文書院卒業生送別会に出席，九時帰る。是日出席二十六名。
六月十九日　半晴。満洲日々新聞特派員山ノ井格太郎来訪。高島義恭，武藤虎太，崑山の葉書並に書信
至る。午前出て中畑栄，杉本重道等の帰国を送り，帰途狄楚青を敲き帰る。午後山ノ井，領事を訪ひ，
井手と浮田郷次，池部政治，横山，紀成虎一，阿部一毛，島田儀市，川本静夫，鄭永昌等を歴訪し，
六時半帰る。晩食後謡曲を学ぶ。
六月二十日　微雨。日曜日。午前横山，花田，宮尾来訪。中食後井手と出て根津一を迎へんとす。船已
に入港し上陸後にして及ばず。午後二時より滬謡月並会に出席，六時帰る。夜五島聰千代，島田数雄
来訪。岳翁，並に高島義恭の信至る。九州日々社より利金を送り来る。
六月二十一日　陰。午後篠崎を訪ひ，去て上海日報社に至り小談，帰る。九州日々社に金子領収証を送
る。岳翁の信に接す。
六月二十二日　陰。午前井手友喜と軍艦音羽，明石を訪問し司令官，艦長，参謀等に面し帰る。午後木
下温知来訪，本日漢口より来着せりと云ふ。三時より井手と同文書院に至り根津一を訪ひ，五時帰
る。夜木下を訪ひ，去て郵船に至り伊東米次郎，水野梅暁の帰国を送り，篠崎を一訪して帰る。水野
梅暁来訪せりと云ふ。
六月二十三日　雨。午前山ノ井格太郎，安河内弘前後来訪。根津一，野満四郎来訪。午後二時松尾謡曲
師の処に至り伊藤，松尾両氏の隅田川を聴き，五時帰る。夜中島為喜来訪。
六月二十四日　雨。大阪末永一三，東京石川安次郎の信至る。郵便局に勧業債券第五回発行の分二百円
代購入の事を申込む。午餐会に出席す。午後寺垣艦隊司令官，伊集院参謀，安河内弘，並に同文書院
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学生波多，田中，外二名来訪。夜長尾慎太郎来訪。佐原宅を訪ふ。
六月二十五日　雨。正午大慶楼の機関候補生歓迎会に出席，二時半散ず。帰途河野を訪ひ帰る。野満四
郎，井手来訪。同文書院卒業生波多博，那須，江尻三人を招き晩餐を饗す。長尾を訪ひ小談，帰る。
河口介男，水上某の信至る。
六月二十六日　陰。安河内，本田佐八，木下温知来訪。白岩龍平，工藤常三郎の信至る。
六月二十七日　晴。 日曜。午後機関候補生三人来訪。二時より同文書院卒業式に臨み五時半帰る。夜
池部政次，浮田，島田儀一等を訪ひ，十時帰る。
六月二十八日　陰。朝安河内来訪。午前郵便局，正金に至り預金を受取り，村上を一訪して帰る。同文
書院に金千円を貸す。井原真澄，石川安次郎に致書す。午後五時池部政次の杭州に転任するを送る。
安河内を招き晩餐す。
六月二十九日　晴。午後池部政次，平井徳蔵，安河内弘来訪。安河内より利息百八十七円余を領収す。
夜秦，並に那須，江尻，竹下三生来り別を叙す。明日の船にて帰国すと云ふ。武藤嚴氏の謝恩会に寄
附金三円を池部の帰国に托し久野尉に送る。
六月三十日　陰。海軍々令部に書信を送る。井手三郎に致書す。北清地方に旅行する本田学生の為に山
西早川新次に添書す。別に京都商業学校修学旅行生の為め南京井原に致書す。朝筑前丸に至り安河
内，上野貞正，池部鶴彦，那須，江尻列の帰国を送り，続て名和海軍少将を弘済丸に迎へ，豊陽館に
至り名和氏の処にて中食す。伊国公使館附海軍中佐齋藤半六亦来会。午後二時半和名少将，並に平
井，齋藤と馬車に分乗し南市を経て大南門外車站を見，同文書院に至り小談。徐家滙に李鴻章祀堂を
観，五時半帰る。七時平井少佐の招宴に豊陽館に赴く。名和少将を主賓とし寺垣司令官，秋山，鈴木，
桂の三艦長，伊集院，船越両副官，浮田，並に余の十人なり。十一時散ず。軍令部吉田中佐，牛荘荘
村秀雄の信至る。
七月一日　雨。午前豊陽館に名和少将を訪ひ，十一時寺垣司令部の招宴に軍艦音羽に赴く。宴に列する
者は名和氏を主客とし，齋藤中佐，永瀧，及び余の三人と主人側にては寺垣少将，鈴木，秋山，桂の
三艦長と両参謀なり。三時一同辞帰。夜佐々布来訪。九時より豊陽館に至り寺垣少将に面し別を叙
す。其明後三日を以て艦隊を率ひ広東方面に向ふを以てなり。十一時半帰る。大雨。
七月二日　微雨。午前井手と木器店を観る。午後内人と四川路，愛而近路に至り木器を覔め戸棚一個を
購ふ。甲斐某，勝木恒記夫婦来訪。晩野満四郎来訪。七時根津氏の招宴に杏花楼に赴く。同座は御
幡，古荘，河野，村上，秦，勝木，及び余の八人なり。九時半散ず。
七月三日　陰。是日より名和，平井二氏と杭州より蘇州に赴かんとす。行李を整ふ。北京宇野，上野岩
三郎，川島浪速，増田中佐，豊島捨松，並に野満の為に安達謙蔵，亀井英三郎に致書し，並に吉田中
佐に杭蘇の遊を報ず。午前根津，勝木，野満，吉岡列を送り，帰途名和少将，平井を訪ひ帰る。波多
博，外一人，甲斐友比古等来訪。波多は今夕上船大連に赴くと云ふ。午後四時半家を出で大東公司に
至り名和，平井二氏に会し，五時杭州行の船に上る。大東より佐々木武蔵同行す。桂伏見艦長，神崎
正助来送。
七月四日　半晴。天明嘉善県城外を過ぐ。航路は城の東南に在り。鉄道線路は城の北側を経過せり。此
地より楓涇に至る二十清里，嘉興に至る四十里と云ふ。運河増水稲田と相通じ汪洋たる巨浸を為す。
午後八時杭州着，石原警部，近藤，本多，岡田，外三，四人来迎。大東局にて晩餐の饗有り，深更に
及で散ず。
七月五日　陰。午前七時轎に乗じ一行に岡田，本多の二人を加へ領事館に至り池部政次を訪ひ，去て岳
廟岳墳に謁して領事館に帰り中食し，十二時半辞して銭塘門を入り鼓楼を過ぎ鳳山門を出で，江干に
至る。銭塘江の左岸に沿へる一市街にして材木の屯積せる者極て多し。回顧すれば二十二年前風雪の
日此地を過ぐ。俯仰今昔感極て深し。更に轎を飛して上游六和塔の附近に至る。塔は江に臨み九層よ
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り成る，観瞻甚雄。閘口の車站に至り汽車を待つ。此処浙江鉄道の起点たり。三時上車，四時拱宸橋
駅に達し，大東公司にて水浴し辞して出づ。途小泉土之丞に逢ふ，相携て其寓に至り小談。共に出て
石原警部の寓に至り一行に会し，五時半蘇州行の船に上る。石原，近藤，小泉，岡田，郵便局長某来
送。
　嘉興杭州線駅名
嘉興，王店，硤石，斜橋，周王廟，長安，許村，臨平，筧橋，拱宸橋，艮山門，清泰　門，南星，
閘口
　嘉興至閘口百九十七清里六
　嘉興閘口間車賃　一等十九角，二等十三角，三等七角
杭州の城内支線は清泰門の東側より城壁を穿て入り城内を通過し候潮門の東側を出で閘口駅に会
す。現に閘口拱宸橋間一日五往復，嘉興閘口間一日午前午後各一回を往復す。嘉興より拱宸橋に至
るには艮山門にて乗換へざる可からず。鳳山門外に師団兵舎の敷地を区画し墻壁を繞らせり。
七月六日　雨。午前八時蘇州着。現に湖州地方洪水の為め杭州より嘉興を経て蘇州に入れり。車を駆て
松廼家に投ず。大賀，鳶諸氏来訪。午前十時轎子或は驢馬にて盤門を入り滄浪亭を覧，元妙観を巡覧
し，北寺の塔に上る。九層より成る結構の宏大なる未だ曽て見ざる所，最上層より展望すれば姑蘇の
全景一目の中に在り。閭門大街を過ぎ虎丘に至り千人石上にて中食し寒山寺に向ふ。途上雨に遇ふ。
寺内に小休す。兪曲園書楓橋夜泊の詩碑有り。文徴明の詩碑は多半剥落に帰し字跡の見るべき者三の
一に過ぎず。特に惜む可き也。側に唐寅の碑文有り。曲園詩碑の引に中呉記聞に江楓漁火を江村漁火
に作る云云の語有り。五時西門外にて馬車に換坐して帰る。夜居留民の重なる人々より松廼屋にて饗
応を受け，来会者は大賀，鳶，福本順三郎，服部本一，是枝幸吉郎等の諸氏なり。十一時半散ず。名
和，平井二氏と閑談，午前二時就寝。
七月七日　雨。午前鳶兵太郎来訪。午後領事館に至り別を告げ館の門内にて撮影す。馬車にて蘇州停車
場に至り，二時四十五分南京行の汽車に乗ず。鳶氏来送。五時常州を過ぐ。此辺一帯河水汎濫し田畑
淹没，民家の被害頗る惨。丹陽県管下浸水区域殊に広く恰も湖水一様の観を為す。七時鎮江を過ぐ。
浸水の地域亦少なからず。九時南京下関に達し城内鉄道に換坐し中正街に至り下車，腕を賃して娃橋
の宝来館に至り投宿す。市中処々浸水し車水中を行くもの少時。
七月八日　陰。午前中正街の領事館に至り井原真澄を訪ひ小談。旅館に帰て中食し，鈴木房夫を東道と
し馬車にて北極閣に至り登臨す。玄武湖，鶏鳴寺等の勝区眼底に落ち金陵の全景襟帯の下に在り。両
江師範学堂に至り校舎を一覧し，去て陸軍少佐平野平八を司令部前の官舎に訪ひ小談，転じて雨花台
に至らんと欲し，途上泥濘の為め南門（聚宝門）より折回し明の故官の遺址を観る。断礎残壁光景荒
涼，現に宮城の墻壁を破壊しつつ有り，特に惜む可きなり。五時旅館に帰る。城内浸水深股に及べる
所有り。晩鈴木を留て会食す。井原，天野来訪せりと云ふ。
七月九日　陰。前九時旅館を出で中正街に至り汽車に上る。鈴木房夫来り送る。下関に至りて巡覧す。
対岸の浦口は津浦鉄道の終点にして，現に桟橋を設て軌条の布設に従事しつつ有り。十二時上車，南
京を発し車上にて中食す。線路の左方龍潭夏蜀の間に石炭を採掘せるを見る。近時の発見に係はるも
のなり。二時鎮江に達し腕車日清公司に至り小休，小汽船にて焦山に遊び頂上の吸江楼に上る。江辺
より此に至る一径蜿転，路傍の断崖に古今名人の題詠頗る多し。頂上小平の処に阿姆斯屯砲十二珊，
十五珊の二門を備ふ。満島寺院甚だ多く，就中定慧寺を以て最大と為す。漢三詔焦隠士の遺址有り。
五時寓に帰り町田宅の晩餐に赴き，十時岳陽丸に名和，平井両氏を送り，十一時握別して帰り，日清
公司楼上に宿す。
七月十日　晴。軍令部吉田中佐に致書す。町田氏に中食し，一時辞出轎に乗じて車站に至り，二時上海
行の汽車に乗ず。須賀虎松同車たり。南京より来れる者なり。七時半上海に着し須賀，佐々木と別れ
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家に帰る。
七月十一日　晴。夜両川藤次郎，佐々布質直，河野久太郎，今井邦三，井手友喜前後来訪。白岩，井手，
須賀，江尻，安河内，西本，牧，山根，阿南，波多，田畑，竹下，池部夫婦，増見，上妻の信に接す。
七月十二日　晴。午前郵便局に至り証券保管の記入を請求し，永瀧を訪ひ帰る。夜澤村幸夫来訪。
七月十三日　晴，風大。清浦奎吾氏，並に井上雅二，野満四郎，九州日々新聞社村本の信至る。中島為
喜来訪。是日孟蘭盆会たり，時物を供し祭を致す。
七月十四日　晴，風大。朝島田数雄来訪。九州日々村本武，河口介男に致書す。下痢。
七月十五日　晴。井手三郎京都よりの信至る。
七月十六日　晴。午前郵便局に至り，帰途篠崎を訪ひ帰る。午後西田善蔵来訪。晩佐々木武蔵来訪，之
を留て晩餐す。木下温知亦来談。
七月十七日　晴。井手，鳥居京都よりの連名はがき，並に大山博，荘村秀雄の信至る。
七月十八日　晴。午後謡曲月並会に出席，五時帰る。原田棟一郎の信至る。熊本井手三郎に致書す。佐
原，井手来訪。
七月十九日　晴。夜木下温知宅を訪ふ。
七月二十日　晴，是日入大暑。夜家族と堀扶桑を訪ひ，十一時帰る。
七月二十一日　晴，熱甚。隈元喜助の信至る。澤村幸夫来訪。夜佐原来訪。
七月二十二日　晴。夜佐々布来訪。
七月二十三日　晴。國友重章去二十日死去の訃至る。九州日々社より金千四百円を返付し来る。海軍々
令部に報告を発し，九州日々社に証書を郵送す。十時郵船に至り郵書を投函す。
七月二十四日　晴。海軍に報告を発す。大連市原源次郎の信至る。鎮江町田，蘇州鳶，杭州池部，近藤，
南京鈴木，蘇州大賀に致書す。夜阿部夫婦来訪。
七月二十五日　晴。朝井戸川辰三を東和洋行に訪ふ。欧洲行の途次昨日来着せりと云ふ。其同行者伊東
子爵，北小路（西村），窪田書記官等に面す。河野を訪ひ小談，帰る。松倉善家，不破昌材，久野尉
太郎の信至る。晩井戸川列の招宴に六三亭に赴く。伊東，窪田，西村，井戸川を主人とし，来客は永
瀧，篠崎，佐原，浮田，阿部書記官，並に余の六人なり。十一時散ず。小村伯，青木宣純，伊集院，
牧，根津，松岡等に連名して端書を発す。
七月二十六日　晴。十時税関碼頭に至り井戸川列を送り，十二時帰る。夜澤村，川本静夫，井野，佐々
木前後来訪。住江常雄月の二十日死去の訃至る。不破昌材の信至る。
七月二十七日　晴。午前加藤駒治，中島為喜を訪ひ，去て領事館に永瀧を訪ひ小談。郵便局に至り勧業
債券購入保管の手続を為し，帰途辻武雄を豊陽館に訪ひ帰る。
七月二十八日　晴。住江，國友両家に弔詞を致し，外に高島醇，松倉，不破に復書す。正午辻武雄を車
站に送る。恒屋盛服死去の訃至る。其遺族に弔詞を発す。上妻，井手，名和，平井，田中清司の信至
る。
七月二十九日　晴。午後岸田太郎来訪。夜河野久太郎来り福州茘枝を贈る。味極て美。堀扶桑，佐々布
質直亦来訪。
七月三十日　晴。岳翁，内田友義，荒木七十郎，井上雅二に致書し，伊集院俊，並に亀雄に写真を郵送
す。時報館より四月至七月の報酬二百元を送り来る。晩倶楽部の阿部，杉野列の招待会に出席す。北
京高宮議，甲斐友比古の信至る。高宮より清国大官表を贈り来る。高宮に復書す。近藤弘造の信至る。
七月三十一日　晴。午後佐原来話。児玉英蔵亦来訪。五時佐原宅に阿部書記官と会談し，七時帰る。市
原源，田中瑞穂の信至る。
是日大阪北区空心町に火起り一万四千戸を焼失す。
八月一日　晴。日曜。午前松島宗衛，両川藤次郎来訪。狄の信至る。之に復す。野満，西本，高橋正二
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の信至る。宝妻来訪，本日来着せりと云ふ。
八月二日　晴。午前理髪。松島宗衛を勝田館に，宝妻を豊陽館に訪ひ，十二時帰る。軍令部吉田中佐の
信，並に京城賀来生の信至る。福岡来訪。
八月三日　晴。軍令部安村介一の信至る。宝妻壽作の妻本日豊陽館にて死去の訃至る。海軍に報告を発
し，吉田中佐，安村に復書す。高橋正二に復す。夜内人と豊陽館に至り宝妻に弔詞を述べ奠儀を贈
り，十一時帰る。
八月四日　晴。午前郵便局に至り海軍に報告を発し，樋野局長を訪ひ小談，正金銀行に至り同文書院返
納の金一千元を預入し，帰途中島為喜を訪ひ，大東に佐々木を敲き帰る。加藤駒治来訪。午後四時宝
妻宅の葬式に本願寺に列し，五時半帰る。西本省三に致書す。夜堀夫婦，佐々布来訪。
八月五日　晴。阿多廣介，安村介一に致書す。安村少佐に電信線路図を返却し，別に電信局名録一冊を
郵送す。海軍々令部より八，九，十月分手当五百五十円を送り来る。領収証を岩村副官に送る。五島
聰千代，青木喬の信至る。佐原，中島前後来訪。
八月六日　晴。午前午前郵便局に至り，帰途松島を勝田館に訪ひ十一時帰る。商務印書館，作新社に至
り書籍を購ひ，図書公司にて予約の約章大全，並に光緒政要を受取り帰る。宝妻，井手来訪。本田佐
八，亀雄，松倉，賀来，上妻博之の信至る。大阪西村天囚，原田棟に大災見舞状を送る。井手の処に
て松島，島田等と会食し，七時半帰る。宅に於て無名会を開く。松島宗衛，佐原，井手友，浮田，西
郡，原の諸人なり。十二時散ず。
八月七日　晴。支那官員録を東洋協会と九州日々社に郵送す。朝領事館に至り，十一時帰る。午後松尾，
御幡等の帰国を送り，帰途松島，宝妻を訪ひ別を告て帰る。松島は今夕香港に，宝妻は漢口に赴くを
以てなり。青木喬に復書す。
八月八日　晴。日曜日。午後佐々布来訪，之を留めて晩食す。井野春毅，並に其弟衛藤亀吉来訪。
八月九日　晴。熊本板井康男，田畑新平に致書し瓜種を郵送す。外に軍令部に上海指南一冊を送る。岳
翁，平井徳蔵，河口介男，松島宗衛，荒木七十郎，尚武会の信至る。荒木より四，五，六，三ヶ月の
利息を送り来る。荒木に復書す。微雨一次。佐々布来訪。
八月十日　半晴雨意，熱甚。午後中島為喜来訪。夜更大雨。
八月十一日　陰。午前角田隆郎来訪，十二時去る。安達謙蔵，高島醇，野満，亀雄，内田友義，賀来某
の信至る。海軍吉田中佐に致書す。夜角田を訪ふ，在らず。篠崎を訪ひ，十時帰る。夜雨。
八月十二日　陰，夜微雨。午後河野を訪ふ。角田在焉。談話時を移て帰る。
八月十三日　陰，微雨霎時。是日より上海杭州間汽車全通す。上妻博路，野満四郎に復書す。夜河野，
石橋藤次郎，井手友来訪。夜風雨。
八月十四日　晴。海軍吉田中佐の信，並に井上雅二，隆文館，古閑信夫の信至る。神崎正助，汪康年，
姚文藻に致書す。夜謡曲を学び終はりて尚武会の柔道を観んとす。時後れたるを以て果さず。
八月十五日　晴，秋意頓に催す。日曜。佐々布，中島為喜を留め晩餐す。井手，島田来訪。夜謡曲月並
会に出席，十一時帰る。秦長三郎より土誼を贈り来る。
八月十六日　晴。軍令部吉田中佐，軍艦音羽伊集院参謀に致書す。福岡荒木に金二百円を郵送す。帰途
永瀧，島田を訪ひ正午帰る。上妻，三島真吾の信至る。三島に復書す。
八月十七日　晴。午前清子を伴ひ井野の処に至り歯の治療を受けしむ。村上を一訪して帰る。汪康年の
信至る。午時山ノ井来訪。午後平井徳蔵来訪，本日満洲より帰来せりと云ふ。夜堀夫婦来談。
八月十八日　陰。午前井野に至り歯療を為す。夜謡曲に出席。是日秦長三郎を訪ふ。
八月十九日　微雨。午前平井を訪ひ，去て郵便局に至り宇土に金四円を送り盆会香華の資と為す。井野
に至り村上と小談。河野を訪ひ白岩に香典を送ることを托して帰る。白岩の母堂逝去せしを以てな
り。白岩，西本，西村，原田棟，吉田豐喜，岡田徳好，岡幸七郎，工藤常三郎等の信至る。夜佐々布
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来訪。
八月二十日　晴。波多博，河口介男の信至る。午前歯の療治を受く。夜蘇州路火有り，行て大東を訪ふ。
八月二十一日　晴。岡幸七郎，西本省三，岡田徳好，白岩龍平，安村介一に復書す。海軍々令部に報告
を発す。午前姚文藻来訪，晌午蘇州に帰る。午後郵便を発し，去て井野に至り歯療を為し，帰途河野，
井手を訪ひ帰る。夜佐々木来訪。亀雄，野満の信至る。
八月二十二日　晴。是日陰暦乞巧の節にて，先妣の忌辰たり。時物を供し祭を致す。午後秦長三郎，井
野春毅，篠崎都香佐，汪康年，中島為喜等来訪。夜家族と堀を訪ふ。雨。
八月二十三日　晴。午後理髪。帰途北畠玄瀛を本願寺に訪ふ。夜雨。
八月二十四日　晴。海軍吉田中佐に致書す。山田珠一三角よりの信，米原繁蔵日奈久より，田中清司熊
本よりの信至る。米原は冨田林中学より頃日山鹿中学校長に転任せし者なり。午後中畑栄，浮田郷次
を訪ひ，五時半帰る。
八月二十五日　晴。朝平井徳蔵来訪。午前汪康年を静安寺路に訪ひ，正午帰る。山田珠一，米原繁蔵に
復書し，海軍に報告を発す。井手三郎に復書す。野満，赤松の信，並に白岩，亀井陸郎，池田寅次郎，
外一名の連名端書至る。夜謡曲研究会に出席。
八月二十六日　晴，晩雨。歯痛，井野に至り治療を受く。佐原来訪。
八月二十七日　晴，晡時雷雨。午前歯療を受く。天野恭太郎，中島為喜を訪，正午帰る。夜島田宅を訪
ふ。
八月二十八日　晴，午後大雨。午前歯科医に抵り，帰途河野を訪ひ帰る。早朝天野を春日丸に送り，軍
令部，山根虎之助に致書す。佐原来訪。井手友を訪ふ。佐々布来る，游泳会招待券を贈る。吉田中
佐，宇野海作，西田善蔵，阿南鎮民の信至る。香港松島宗衛の信至る。
八月二十九日　晴。日曜。佐々木来訪。夜游泳会を観，十一時帰る。是日午後二時海軍大臣洵貝勒一行
来着。
八月三十日　晴。歯科医に至る。午後基督教青年会員堀某来り講話を請ふ，之を辞す。夜家族と浮田夫
人の病を問ひ，帰途宮尾，小幡，阿部，島田儀市を歴訪して帰る。是夜陰暦七月十五日に当り月色極
朗。狄の信至る。澎湖島伊集院俊の信至る。
八月三十一日　陰。海軍に報告を発し，西本，野満に致書す。領事を訪ひ小談，去て井野に至り，晌午
帰る。午後雷雨。夜井手友喜を訪ふ。
九月一日　微雨。午前天津山根，熊本荒木に致書す。荒木には日本性〔ママ〕命保険会社に払込を依頼
す。井野に抵り，帰途中島を東和に訪ひ，正午帰る。漢口隈元，有安，朝鮮葉室，大連阿南に復書す。
海軍々令部の信，並に伊集院参謀，杉尾，田畑の信至る。是日籌弁海軍大臣載洵，薩鎮氷の一行軍艦
海圻号にて象山，舟山等の地を経て広東に至り約一ヶ月の後帰来，更に江陰砲台，南京，漢陽鉄廠を
巡視して北京に帰り，然る後日本を経て欧米行の途に上ると云ふ。
九月二日　晴。朝井野に抵り，帰途河野を訪ひ三井に払込むべき火災保険金を托して帰る。上妻の信至
る。
九月三日　雨。午前井野に抵り，帰途狄を訪ふ。夜佐々布，佐々木来訪。
九月四日　大雨。午前井野に抵り，帰途領事館に至り，十一時帰る。佐原来訪。海軍々令部に南北清旅
行日程を送り，外に安村，伊集院に復書す。東京西田善蔵，波多博，奉天赤松慶太に復書す。安達謙
蔵，名和少将の信至る。名和氏より暗号電碼を送来。
九月五日　晴。日曜。安達，野満，亀雄，名和少将に復書す。香港赤松宗衛，大連森茂に復書す。高島
醇来訪。昨日帰来せりと云ふ。其厳君の信を携へ来る。是日雷鳴電撃天地晦冥，大雨注ぐが如く，白
日燈火を点ずるに至る。
九月六日　晴。午前井野に抵り，帰途領事，平井，篠崎等を訪ひ，正午帰る。南京井原真澄に致書す。
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東洋協会門田正経に致書す。京都土屋員安致書。夜内人と澤本，篠崎を訪ふ。島田儀一夫婦来訪せり
と云ふ。
九月七日　晴，熱甚。朝上野貞正来訪，一昨日来着せりと云ふ。午前領事館，郵船会社，井野，村上に
抵り，正午帰る。佐原篤介来訪。午後三時軍艦明石に至り鈴木艦長，並に船越参謀を訪ひ寛談，五時
半帰る。村山正隆，森茂の信至る。夜大雨。佐藤喜平治来訪。
九月八日　晴，秋涼頓に催す。午後井野に抵り，去て郵船碼頭に根津一を迎ふ。同文書院の新学生八十
余名来着。六時帰る。七時半倶楽部の謡研究会に出席，十一時半帰る。軍令部に致書す。
九月九日　晴。波多，井手，西本，那須，阪口，加来等の信至る。
九月十日　陰，微雨。午後軍艦音羽に至り秋山艦長を訪ひ，五時帰る。夜澤村来訪，銀十元を付す。
九月十一日　晴。午前白岩龍平，勝木恒喜等を春日丸に迎へ，正午帰る。本田選の信至る。午後佐々木
来訪，蘇州に転任すと云ふ。晩永瀧領事の留別宴に新太和館に赴く。来客日清人を合せ百余人。十時
帰る。
九月十二日　晴。午前中島為喜来訪。午後澤本，白岩，河野，加来等来訪。晩永瀧領事の送別会に倶楽
部に出席し，八時帰る。是日午後根津一来訪。
九月十三日　晴。朝浮田来訪。正午龐元済，狄葆賢の招宴に牛荘路龐公館に赴く。永瀧を主賓とし，赤
塚正助，三穂，浮田，中畑，佐原，外清人三名なり。膳羞極て豊。三時散ず。同文書院に至り根津一
を訪ひ小談。福岡，上野，青木に名刺を留めて帰る。夜河野仲之助来訪。
九月十四日　陰。海軍に致書す。載洵貝勒，薩鎮氷の一行本日朝南清より帰着。十時永瀧領事の帰朝を
春日丸に送る。午後澤本を訪ふ。漢口隈元喜助，相良利吉の信至る。
九月十五日　陰。午前井手三郎を迎ふ。午後井手を訪ひ寛談。葉室，野満，岡田徳好，井上雅二の信至
る。夜佐々布来訪。
九月十六日　晴。福州木村丑徳，本田佐八の信至る。午後井手来訪。
九月十七日　晴。午前正金に至り預金を受取り，郵便局に赴き岡田徳好，松倉善家に致書す。午後同文
書院和田連次郎来訪，銀一千元を交付す。池部政次，波多博の信至る。夜澤本来訪。
九月十八日　陰。午前理髪。杭州池部に復書す。午後三穂五郎夫婦，浮田郷次来訪。熊本県同文書院新
入生佐藤逸人，佐々木徳信，中島止水の三人，並に高島，水上，有働等来訪。五時白岩の招邀に新六
三亭に赴く。同座は井手，佐原，河野，根津，御幡，及余の主客七人なり。十時散ず。東京伊集院俊，
安村介一の信至る。
九月十九日　陰。午前平井徳蔵，中畑栄，青木喬来訪。正午佐原の北清行を税関馬頭に送る。午後平井，
島田を訪ふ。是日神崎正助，阿部一毛来訪。夜佐々布来訪。
九月二十日　晴。朝秋野医院を訪ひ，帰途井手と小談。井原真澄，不破昌材，根津一の信至る。根津明
夕豊陽館に招飲。天津山根に石川伍一の事略を作り郵送す。夜井手三郎来訪。
九月二十一日　晴。朝神崎正助を訪ひ小談，帰る。海軍々令部より北清行の旅費三百円を送り来る。外
に沿岸紀要，交通　　を送来す。井手来訪，六時根津の招饗に豊陽館に赴く。同座は井手，白岩，及
余の四人なり。十時辞帰。中島，佐々布，高島来訪。
九月二十二日　雨。島田来訪。東京野満四郎の信至る。夜倶楽部に至る。
九月二十三日　雨。有安の信至る。午後領事館に至る。大雨如注，衣袂皆沾ふ。上海日報社に小憩して
帰る。午前安河内弘来訪。
九月二十四日　晴雨無定。午後宮阪九郎，前島次郎来訪。軍令部岩村副官に旅費領収証を発し，外に名
和少将に返信を発す。夜宮坂を送る。森茂，阿南，村山正隆の信至る。有安の信至る。
九月二十五日　快晴，秋意頓に催す。午前平井来訪。午後作新社，大倉に至り，帰途提鞄，帽子を購ふ。
橘三郎，河野久来訪。杭州小泉土之丞の信至る。
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九月二十六日　晴。井手来別。正午出て井手の北清行を送る。吉永清市，佐々木学生来訪。晩松岡洋右
を上海車站に迎ふ。己に前次の汽車にて来着せりと云ふ。
九月二十七日　晴。杭州池部，岡田，小泉に復書す。杭州岡田徳好来訪。軍令部吉田中佐に致書。
九月二十八日　微雨。午前白岩龍平夫婦来訪。東京野満四郎に復書し，亀井英三郎に添書を与ふ。
九月二十九日　陰。午前郵便局に至り小包を受取り，大連森茂に致書し，領事館に松岡洋右を訪ひ，十
二時帰る。午後寺垣司令官，伊集院参謀を春日丸に迎ふ。澤村，上村来訪。上村は北京より来り陸路
安南に赴く者，旅費若干を与へ衣服一枚を給す。明日より杭州に赴き銭塘八月の潮を観とす。夜行李
を収拾す。杭州池部の電報，東京松岡千壽の信至る。
九月三十日　陰。早起七時前家族同伴馬車にて高昌廟車站に至り，八時半杭州行の汽車に乗ず。一等室
満員の為め食堂に坐を占む。沿道の車站中江浙両省交界の楓涇駅は今正に造作中にして他日完成の上
は壮観を呈すべし。嘉興を経て硤石駅を過ぐ。左側小山の上七層の塔有り。長安駅より海寧州に至
る，我二里に過ぎずと云ふ。筧橋の附近に大規模の兵営を建設しつつあり。二時半艮山門に達す。岡
田徳好来り迎ふ。直に拱宸橋行の汽車に換坐し三時達す。徒歩岡田の寓に投ず。少焉池部政次，小泉
土之丞来訪。五時大東局に鳶兵太郎を訪ひ，税関前にて船に乗ず。石原警部来りて船を同ふす。本日
を以て帰朝の途に就く者なり。大東の小汽船に拖かれ船中にて池部夫婦，岡田夫婦，並に石原等と会
食し，十一時石門に至り汽船と別る。石原亦別を叙して去る。此より小河を下り午前三時王橋の下に
達す。石門より此に至る二十余里。
十月一日　詰朝微雨。船中にて朝食し，午前十時小舸を賃し王橋を発し，祁王廟を経て海寧州の南水門
に達す。王橋より此に至る二十里，是より上陸，州城の南門を入り東門を出で観潮塔の下に至る。銭
塘江眼下に在，幅隕約我一里半，此辺一帯の堤上観潮の土人千万群を為し我一行を囲み観る。之を払
へども去らず。不得巳小普陀寺に入り門を掩て小憩し，寺僧に命じ麺を吃して中食に充つ。午後一時
潮の来るを報ず，即ち堤上に出て之を望む。江の下流に当りて濤声轟に響き遠雷の如し。少焉江上遥
に一道の白線を見る。漸く近くに従て激浪列を排し流を圧して至る。恰も万馬斉駆一時に殺到するが
如く，其勢当る可からず。浪頭一たび至るや涼風之に従て生じ，濤声の激する所鞺鞳として雷の如
く，天地為に震動するの概有り。堤上の万衆寂として声無く群立して之を凝望せり。浪の始て至る平
水より高きこと約二丈，往々にして堤上に及ぶ事有りと云ふ。毎年陰暦八月十七，八の両日を以て観
潮の好時期とす。潮の将に海寧に至らんとするや小普陀寺に於て鐘を鳴らし之を報じ，又た二，三の
壮丁竹杖を以て観客を制し堤角に近くこと無からしむ。蓋し危険を防ぐなり。城外の堤上観潮亭有
り，好位置を占む。午後二時小普陀を辞し，海寧城内を通過し南門外に出で船に接す。此時観潮船の
城外に泊するもの数百隻，先を争ふ出づ。橋下の水道を過ぐる毎に混雑，名状す可からず。辛ふして
州城を遠かり，七時王橋に達し原船に帰る。晩鶏を割き欒坐して食す。十一時石門に達し招商局汽船
の通過するを待ち，引かれて杭州に向ふ。夜蚊に苦む。
十月二日　晴。午前十一時拱宸橋に達し大東局に鳶を訪ひ小談。仁信堂岡田の寓に入り中食す。小泉来
訪。午後一時轎を賃し池部夫婦，岡田と共に拱宸橋を発し，玉泉を経て霊隠に遊び渓山の間を徜徉
し，五時西湖堤に出で宝石山下の領事館に入る。晩池部，岡田等と暢談，西餐の饗有り。
十月三日　晴。是日午前上海に帰らんとす。池部夫婦苦留，更に一日滞留の事に決す。午後一同相携て
宝石山に上る。石径蜿転，頂上に保叔塔，並に英国宣教士の別業有り。眺望佳絶西湖を眼下に望み，
府城の全景襟帯の下に集り，東銭塘江を隔て遥に浙東の諸山を望む。観賞時を移して帰る。
十月四日　陰。午前十一時池部に別を叙し領事館を発し，轎を連て清泰門車站に至る。池部，岡田来り
送る。十二時十分の汽車に乗し両氏に別を告げ杭州を発す。午後五時半高昌廟に達す。車夫阿三来り
迎ふ。清子は阿三の車にて帰り，余と内人とは斜橋より電車に乗じ，七時北山西路の寓に帰る。佐々
布，井手来訪。有安一雄，勝木恒喜，根津一，上妻，藤本親信，荘村秀雄の信，並に伊集院公使二男
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の訃に接す。
十月五日　晴。澤村来訪。軍機大臣張之洞昨日逝去の電報至る。
十月六日　晴。午前中島為喜来訪，共に出て旗艦明石に至り寺垣司令官を訪ふ，在らず。伊集院参謀と
暢談十二時帰る。午後正金に至り金二百五十円を受取り，帰途作新社，河野を訪ひ，豊陽館に平井を
敲き，司令官の処に至り寛談。鈴木明石艦長，伊集院参謀亦至る。六時辞帰。神崎正助二回来訪せり
と云ふ。
十月七日　晴。伊集院公使に其二男を唁す。郵便局に至り海軍軍令部よりの旅費三百円を受取り，領事
館に松岡洋右，中畑，浮田等を訪ひ，上海日報社に井手，島田と小談，帰る。夜松岡，三穂，明石，
隅田両艦長，伊集院参謀等の招待会に倶楽部に出席す。帰途堀扶桑を訪ひ，十時帰る。
十月八日　晴。神崎正助，嘉来某来訪。午後松岡洋右，中島為喜，澤村，外同文書院学生二名来訪。海
軍々令部に報告を発す。
十月九日　晴。早起郵船に至り報告を投函す。朝食，澤本良臣を訪ひ机代金十七円を交す。帰途中島を
訪ひ小談，帰る。杭州池部，岡田に致書す。西本省三，井手友喜来訪。西本は本日来着せりと云ふ。
熊本荒木七十郎に致す保険金払込を依嘱す。午後寺垣司令官，伊集院参謀来訪。安河内来訪。七，
八，九，三ヶ月分利息百三十八円を送り来る。松倉，上村八次郎，亀雄の信至る。夜西本を井手宅に
訪ふ。
十月十日　晴。午前八時半日清汽船の小蒸汽にて白岩，河野，井手友と軍艦隅田，宇治，音羽，明石を
訪ひ各艦長，司令官に面し，正午帰る。留守中松井石根，平井徳蔵，本田佐八等来訪。本田よりは北
清旅行中需むる所の仏像一体を贈る。午後松井大尉，加藤駒治，白岩龍平を東和洋行に訪ひ，六時帰
る。
十月十一日　微雨。朝神崎正助来り雉子一羽を贈る。昨日平湖にて猟獲せし者に係はると云ふ。上村八
次郎来訪。同文書院佐藤喜平治来訪。四時出て平井徳蔵を訪ひ，五時白岩の招宴に新六三亭に赴く。
会する者寺垣第三艦隊司令官，松岡領事，松井大尉，河野久太郎，神崎正助，中島為喜，阿部一毛，
及余なり。十時半散ず。
十月十二日　雨。同文。
十月十三日　晴天。大連森，阿南，北京高宮，波多に北游の事を報ず。午後第三艦隊参謀安村介一を豊
陽館に訪ふ，本日来着せる者なり。平井と小談，帰途篠崎を訪ひ帰る。西本省三来訪。安村少佐来
訪。佐々木，並に永瀧，大谷連名の信片至る。
十月十四日　快晴。岳翁，河口，池部隺彦，北京増田，上野，漢口岡に発信す。海軍々令部に発信す。
午後領事館に至り松岡，浮田列を訪ひ，帰途上海日報社に井手，島田を訪ひ，郵船会社にて大連行の
船票を購ふ。代四十元。晩河野久来訪。鈴木大佐，伊集院等を豊陽館に訪ひ，帰途白岩を敲き，十時
帰る。澤村雅夫，土屋員安の信至る。 
十月十五日　晴。朝井野来訪。平井徳蔵来訪。午後明石艦長，鈴木貫太郎，伊集院参謀，陸軍大尉松井
石根来訪。同文書院学友会近池利勝来訪，端艇修理寄附金を求む。銀十円を寄附す。大連森茂，東京
石橋藤次郎，杭州岡田徳好の信至る。岡田より厳子陵釣台の題詩石刻，並に外一枚を贈る。明日より
満洲より北京一帯の地に遊ばんとす。行李を収拾す。夜佐々布来訪。
十月十六日　神戸丸にて大連に航し十八日着，大連，旅順，奉天，鉄嶺，蘇家屯，営口，天津，北京，
保定等の各地を経，京漢鉄道にて漢口に下り長江に浮で，十一月三十日上海に帰る。此間日数四十六
日間の日記は別冊北清游紀に詳かなれば茲に之を省略す。
十二月一日　晴。午前副島八十六来訪，大隈伯著す所の開国五十年史八部を贈る。十時軍艦明石に至り
寺垣司令官，真田艦長，安村，船越両参謀に面し，正午帰る。帰途白岩の招邀に新六三亭に赴く。同
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座は平井徳蔵，小泉土之丞，小幡恭三等なり。二時散ず。領事館に至り館員全部を訪ひ，四時上海日
報社に井手，島田列を訪て帰る。加藤少佐，吉永来訪。
十二月二日　快晴。午前井野春毅，平井徳蔵，小泉土之丞等来訪。午後出て西京丸に至り小泉を送る。
税関長として間島に赴任する者なり。帰途郵便局に至り，四時帰る。晩平井，加藤招饗に内人と共に
新六三亭に赴く。不破，武田寧の信至る。夕刻参謀船越隆義来訪。海軍大学入学の為め明日軍艦明石
に便乗帰国すと云ふ。八時平井，加藤両少佐の招宴より帰る。
十二月三日　快晴。正午豊陽館に至り，加藤少佐と共に電車楊樹浦に至り，舢板にて軍艦明石に至り平
井少佐，船越大尉の帰朝を送り，更に旗艦須磨に赴き寺垣司令官，竹内艦長，山内副長等に面し，三
時帰る。郵便局に至り軍令部よりの送金を受取り，上海日報社，原誼太郎，中島為喜等を訪ひ帰る。
白岩来訪せりと云ふ。夜篠崎，川本来訪。
十二月四日　快晴。午前郵便局に至り預金其他の手数を為し，帰途領事館に松岡，東和に白岩，副島，
吉原等を訪て帰る。熊本河口介男に致書す。午後秦，河野，今井等を訪ひ，五時汪康年を敲く，在ら
ず。松岡洋右の招宴に其官邸に臨む。洋饌の饗有り。同座は寺垣中将，寺内須磨艦長，安村，加藤両
少佐，藤瀬政次郎，伊東米次郎，鈴木島吉，浮田郷次，三穂五郎，上野貞正，神崎正助，阿部一毛，
河野久太郎，大原信，荻野元太郎，及予の十六人なり。十二時散ず。
十二月五日　快晴。 日曜。午前中島為喜，吉永，島田数雄，葛城等来訪。正午白岩龍平来る，共に出
て扆虹園に至り副島八十六紹介の宴を斡旋す。来会者は狄平，狄南士，張虎臣，中島為喜，松岡辰次
郎，汪道炳（惺亝）等にして，三時散ず。
十二月六日　晴。北京川島浪速，漢口岡，宝妻，角田に致書す。井手友，山ノ井，鈴木房夫来訪。午後
郵便局に至る。寺垣司令官，並に三菱松木よりの案内状至る。之に復す。晩白岩夫婦を招き晩餐を共
にす。九時出て副島八十六，原誼太郎等の帰国を送る。
十二月七日　陰。午前狄葆賢来訪，時報館との合同を更に一年間展期す。本田選，江尻邦真，野満四郎，
田中清司の信至る。北京増田中佐，小森，本荘両少佐，小林吉人，實相寺貞彦に致書す。七時三菱松
木鼎三郎の招宴に六三亭に出席す。新任上海支店長三谷一二を紹介する為なり。来客二十余人。九時
散ず。
十二月八日　雨。頭痛，終日在家。中島為喜来訪。
十二月九日　雨。水野梅暁来訪。牛島，深水，杉原，山根，上野岩太郎，森茂，川口，阿南等に発信す。
西本省三，岡田徳好来訪。
十二月十日　雨。天津小幡領事，三浦喜傳，北京豊島，呉，神田，石川等に致書す。午前新任上海領事
有吉明を訪ひ，十一時半軍艦須磨の迎艇にて旗艦に至り，司令官寺垣中将の午餐会に臨む。同席は有
吉領事，松岡書記官，伊東，藤瀬，三谷，白岩，水野梅，竹内艦長，加藤，安村両少佐，及余なり。
二時散ず。帰途水野梅暁を訪ひ，松崎鶴雄に面す。同県人に基督教の牧師なり。晩岡田徳好，近藤弘
造を招き晩餐を共にす。七時倶楽部の送迎会に出席す。松木鼎三郎を送り三谷一二，竹内艦長，山内
副長，加藤少佐を迎ふる為なり。九時散ず。井手友を拉して帰り，岡田，近藤等と談じ，十一時散ず。
十二月十一日　雨。午後水野，松崎，松井少佐来訪。夜井手を訪ふ。福州高洲太郎の信至る。
十二月十二日　晴。朝松木の帰国を送り，帰途秦長三郎の処に小談，棋盤街に至り筆墨を購ひ，正午帰
る。午後安河内来訪。三時東和に至り松井を訪ふ，在らず。加藤駒次に抵り小談帰る。本荘徳太郎，
青柳六輔来訪。
十二月十三日　晴。海軍軍令部に北京政況を報告す。外に本田選並に岳翁に致書す。帰途理髪，五時帰
る。夜白岩龍平，中島為喜来訪。北京波多博の信至る。
十二月十四日　晴。稲生，加藤駒次，村田省三の帰国を送り，正午帰る。午後加藤少佐来訪。保定田岡
政樹の信至る。
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十二月十五日　晴。鉄岺森田領事，森岡，内田，権太，北村，伊東，吉野，金守に発信す。午前六時よ
り井手友喜と西郊に猟し小鳥八羽を獲，四時帰る。隈元喜助，前島真，伊勢田隆の信至る。
十二月十六日　半晴。相良利吉，小泉市太郎に致書す。午前加藤少佐来訪。海軍より一二三月分手当五
百五十円を送り来る。軍令部吉田中佐，河口介男，岡田徳好の信至る。北京増田中佐に致書し，並に
軍令部に金子領収証を送る。六時六三亭の小集に赴く。松岡洋右，白岩龍平の帰国を送り有吉新任領
事を迎ふる為なり。会者松井石根，中島為喜，井手友喜，河野久太郎，神崎正助，阿部一毛，加藤壮
太郎，浮田郷次，並に有吉，白岩，松岡の三人なり。十一時散ず。
十二月十七日　晴。七時松井石根の江浙内地に旅行するを停車場に送る。午前郵便局に至り福岡荒木に
金五百円を送り，並に軍令部よりの送金五百五十円を受取て帰る。池部隺彦来訪，留て中食す。午後
安河内来前借の金二百元を返す。夜白岩を訪ふ。
十二月十八日　晴。午後二時白岩龍平の帰国を送る。晩滬上青年会幹部の晩餐会に新六三に臨み，七時
より倶楽部に至り青年会員其他七十余名に対し北京政況の講話を為し，十一時帰る。井手三郎今夕内
地より帰来せりと云ふ。
十二月十九日　晴。朝井手を訪ふ。十一時近藤弘造来訪。正午より井手友，小笠原と江湾に猟し鳩一，
小鳥三を獲，六時帰る。井手宅に至り晩餐す。是日石黒昌明，上野貞正，和田連次郎，阿部一毛夫婦
来訪せりと云ふ。
十二月二十日　陰。寺垣司令官に北京政況報告を贈る。北京増田中佐に小包にて小児洋服，写真，其他
を郵送し，外に書信を発す。熊本河口介男に金十四円半を送る。森茂，本田選，深水十八に家族の写
真を郵寄す。帰途浮田，加藤を訪ひ，五時帰る。保定田岡正樹の信片，並に波多博より写真を送り来
る。夜内人と松尾相義，阿部一毛を訪ひ，十時帰る。井手来訪せりと云ふ。
十二月二十一日　晴。井手三郎来訪。上妻博之の信至る。晩新旧領事送迎会に倶楽部に出席す。九時帰
る。
十二月二十二日　快晴。午後近藤弘造，池部隺彦を訪ひ，蘇州佐々木，高田に致書，二十四日より蘇州
に出猟の事を報ず。夜上海各支店長の催に係はる忘年会兼新旧領事送迎会に六三亭に出席す。寺垣司
令官，須磨艦長，新旧領事，以下二十余人。九時帰る。途中北畠玄瀛を訪ふ。柳原，上妻の信至る。
十二月二十三日　晴。平井徳蔵，石橋藤次郎の信至る。午前加藤，桂両少佐を訪ひ，正午帰る。石橋よ
り北海道の鮭の子を送り来る。加藤少佐夫婦，浮田夫婦，井手兄弟を招き支那料理を饗す。
十二月二十四日　陰。是日午後一時の汽車にて蘇州に出猟せんとす。正午中食，汽車に乗じ二時半蘇州
着，佐々木武蔵来迎。上車二馬路日清汽船舎宅に至る。夜領事館に大賀事務代理を訪ひ，松井少佐石
根に会し小飲。松井は本日浙江より来着せし者なり。高田九郎，福本等と談じ，八時半高田と共に上
船，十一時半上方山下の猟区に達し船を泊す。是夜陰月十一月十四日に当り月明如昼，上方七子之諸
山依約眠るが如し。十二時半就寝。
十二月二十五日　快晴，寒気極厳。午前五時起床朝食を用ひ，六時上陸。厳霜如雪。朝河辺の墓地に鳩
を待ち，獲る所無し。八時上方山の松林に入り二羽を獲，午後五羽を獲，五時船に帰り，船を石湖に
出し月明に乗じて鴨を打たんとし，獲る所無し。是日大賀，松井，佐々木，蘇州より来着。
十二月二十六日　快晴。午前六時上陸。正午迄に一羽を獲，午後河辺の柏林に於て鳩七羽，小鳥三羽を
獲，五時船に帰る。晩食後錨を抜で蘇州に向ふ。月色高潔。此行余の獲る所鳩十五羽，小鳥三羽な
り。八時蘇州二馬路に達し上陸，日清舎宅に投じ入浴。高田，福本，佐々木と談じ十二時就寝。
十二月二十七日　陰。午前八時寓を出で八時三十分の汽車に乗じ，十二時上海に着す。午後寺垣司令官，
竹内須磨艦長，安村参謀，桂伏見艦長来訪。同文書院阪口，堀内二生，並に澤村幸夫来訪。伊東小三
郎，稲生，石橋藤次郎の信至る。
十二月二十八日　陰。午前松岡洋右，鷹見五郎の帰国を送り，帰途上野貞正と豊陽館加藤壮太郎の処に
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中食し，三時帰る。吉野利喜馬，黒川徳次の信至る。晩井手の招宴に杏花楼に赴き，九時帰る。井手
来談。
十二月二十九日　陰。寺田の為に香港船津，広東瀬川両領事，並に高道竹雄，大瀧八郎に添書を与ふ。
鉄岺森岡正平，本田選，内田友義に致書す。伊東小三郎，吉野利喜馬，黒川徳次の年賀に答ふ。晩寺
垣南清艦隊司令官，須磨艦長竹内中佐，桂伏見艦長，安村参謀を邀へ晩餐す。西本省三来談。午後加
藤少佐，澤村来訪。
十二月三十日　陰。終日在家。河野久太郎，鵞鳥一隻を贈来。
十二月三十一日　風雨。河口介男，吉田増次郎の信至る。今井邦三よりジヤムを贈り来る。保定田岡正
樹の信至る。
明治四十二年十月十六日起
北清遊紀
十月十六日　晴。是日啓程北游を賦せんとす。朝島田数雄来訪。十時半家を出で招商局中桟に至り大連
行の神戸丸に搭ず。井手友喜，西本省三，島田数雄，宮崎信夫，岡，稲生，北畠玄瀛，白岩龍平，河
野久太郎，神崎正助，福岡禄太郎，中島為喜，松尾相義，松井石根，高平，平井徳蔵，秦長三郎，加
藤駒治，井野春毅，浮田郷次，川本静夫，島田儀一，澤村幸夫，今井邦三，篠田宗平，安河内弘，佐々
布質直，並に高島，甲斐，本田，佐藤等三十余人来りて行を送る。正午開船。軍艦明石の前を過ぐる
時寺垣司令官，真田艦長，安村，船越両参謀，甲板上に出で頻りに帽を振りて行を送らる。午後一時
中餐。同船の一等客は外国人四，五名のみ。呉淞口外に至れば清国砲艦大小十六隻水道の両側に排列
するを見る。午後二時半筑後丸を趕過す。鈴木明石艦長，伊集院中佐等此船に附して帰朝の途に就け
り。凝望すれども見へず。三時半茶を用ゆ。傍晩波浪頗高。食堂に出つる能はず，室内に在り点心少
量を吃せしのみ。
十月十七日　陰。海上。
十月十八日　雨。午前七時船巳に三山島の前を過ぎ，九時大連桟橋に達す。川口市之助，半澤，小谷節
夫，高筒信重，阿南鎮民，芹澤，伊場野，岩橋，山田純三郎，森茂氏等来り迎ふ。桟橋の待合に小憩
し森氏と馬車を同ふし伏見台の森公館に投ず。道路泥濘，車輪を没し行走頗る艱む。小谷と中食を共
にす。奉天中島真雄，井深彦三郎，鉄嶺森岡正平，本田選，内田友義，長春守田利遠，営口深水十八，
上海留守宅に発信す。夜山田純三郎，阿南鎮民，川口市之助，牛島吉郎，重松　来訪。晩餐を共にし
十時入浴。主人と旧話時を移し寝に就く。山田は奉天より，牛島は牛荘より商用の為に此地に来れる
者なり。是日午後二時伊藤公来着。
大連在留内地人約二万六千，外国人は三十名内外にして，領事館は英，米，露の三ヶ国なり。
十月十九日　晴。朝小谷節夫来訪，大連案内，旅行案内の二小冊子を贈る。九時馬車を共にして出づ。
市上柳原又熊の来訪に会す。三人更に車を同ふし西公園より繁華の市街を過ぎ北公園を巡覧す。日露
戦役前此地を遊覧せし時は露国の士女結伴徜徉，満園熱閙の観有りしが，今日来游露人の隻影を留め
ず，今昔の感に堪へず。川崎造船所事務所，並に工場を一覧し，技師長市原敬三に面し，去て大谷高
寛を水産事務所に訪ひ小談。途中小谷と別れ愛宕船柳原の寓に至る。山田九郎，山ノ井格太郎来訪。
中餐の饗を受け，午後立花政樹を税務司公館に訪ふ。佐原篤介在焉。少焉森茂亦至る。午後六時同文
書院出身者の招待に奥町会英楼に赴き支那料理の饗を受く。会者森，野村潔巳，川口，阿南，高筒，
半澤，松本，竹島，石川，芹澤，中曽根，松尾，重松，小谷，世良，岡崎，菅野，石射，天海，坂本，
中田等の同文書院連と牛島，佐原，原口聞一，及余の二十五人なり。新を談じ旧を話し十時散ず。余
は佐原，牛島と深水十八を遼東ホテルに訪ひ小談。深水は本日営口より来着せる者也。牛島は余を送
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て伏見台の森氏に来り小談，即ち去る。
十月二十日　快晴。大谷，深水，阿南，並に東洋協会学校卒業生阿部政十来訪。午前十時森氏と出て中
央試験所に至り所長薬学博士慶松勝左工門を訪ひ，其の説明にて工場を巡覧し，工芸品，並に鉱石其
他の陳列品を観る。現に荳油を用て石鹸を製し，或は豆粕にて醤油を醸造しつつ有り。其柞蚕糸の精
製の如き光沢，純白絹糸に譲らず。本年長浜に送りて縮緬を送らしめ製して衣裳と為し，日英博覧会
に出品の計画中なりと云ふ。柞蚕繭一個の価時価一厘五毛にして，遼東に於ける一年の産額四百万円
に上ると云ふ。鉱石は金，銅，鉄，鉛，雲母等にして安奉線の沿辺に尤も多く，本渓湖の鉄，金，銅，
鉄岺の沙金等見る可き者少なからず。金の含蓄は一万分の一の者有り。十一時辞出。森氏と南満鉄道
本社に至り庶務課長沼田政治郎，調査課宮内季子を訪ひ小談。満洲日々新聞社に伊藤武一郎，外一人
を訪ひ，上車柳原を訪ひ，直に馬車を駆て老虎灘の水産組合関水神杜祭典を観る。黒川某，高柳少佐，
石本貫太郎等に邂逅す。大谷高寛接待懇到，模擬店に入り牛乳，蕎麦，薩摩汁等を吃し，大谷を辞し
老虎灘山上に登り展望，海湾東南に開け風致頗佳。只だ浜海皆童山にして樹木無し。東側の諸山皆要
塞地帯に属す。是日大連在住の士女神社に参拝するもの道路相接踵す。角力の奉納等有り，頗る雑踏
を極む。此地大連より約二里許，道の両側山稜起伏，風景の見るべき者有り。老虎灘に水産試験所，
並に新設の漁村十五戸，小学校一所，管理所一，酒保一所有り。此中熊本漁民五戸有り。小学生徒十
六人，関水神社の神官，教師を兼任せり。関東州の漁区は皮子窩より金州湾と旅順，大連を包含し，
漁船総計二百三十隻，漁民は熊本最も多く，之に次を愛媛とす。熊本の漁船約八十隻，人員四百人に
達せり。漁業一ヶ年の収入は百万円にして，都督府より年五千円の補助を為せり。午後五時柳原と共
に伏見台に帰る。阿南来訪。晩川口，阿南の招邀に森氏と共に西公園内の西園亭に赴く。亭は園中に
孤立し閑静，塵氛に遠かり，境内只鳥声を聞くのみ。卓を囲て寛話，九時辞出。電気公園を一覧し，
川口，阿南に分れて帰る。孤燈日誌を作り午前一時就寝。保定田岡，天津山根に致書す。
十月二十一日　快晴。午前六時半寓を出で柳原宅に至り朝食し，柳原，山田九郎と車站に至り旅順行八
時の汽車に乗ず。阿南，小谷来送る。深水十八と同車たり。臭水子，営城子等の車站を経て，十時旅
順に達す。同文書院出身者有野學，野口覺次来り迎ふ。直に白玉山に上りて頂上の納骨堂を展し表忠
塔を見る。高二百十五呎，巍然として天表に聳ゆ。日露戦役の陣亡者を紀念する者なり。塔直径六間
許，螺旋梯有り，頂上に登るべし。頂上眸を放てば旅順の全景襟帯の下に在り。眺望時を移して山を
下り市に入りて中食す。焼鶉の味極て美。午後一時馬車を賃し小案子山に至り戦役紀念品陳列館を巡
覧す。大小砲身の破裂せる者，機関砲身の無数の銃丸を受けて截断せる者，鉄板上千万の弾痕を留む
る者，並に擲弾，木造迫撃砲，砲台模型，其他衣帽，剣銃，鍬鎌，鉄条網，食品等戦時用品一概倶全，
人をして当年を追懐せしむ。東鶏冠山に上りて砲台爆破の状を見る。屋大の人造石四方に散乱し巨砲
炸裂して半身地中に埋る者，砲架の破壊せる者等所在に錯乱し，其状悽絶，当日悪戦苦闘の状を想見
するに足れり。此辺一帯満山斑々大砲の弾痕を留め，其数勝て数ふ可からず。転じて松樹山に至る。
破壊の状鶏冠に彷彿たり。而して堡塁の堅牢宛然地中の城郭たり。午後四時車站に帰り茶店に投じて
小休。白須直，平井に致書す。五時発車，有野等来送。又深水と同車たり。七時大連に達す。大谷高
寛，阿南，小谷等来り迎ふ。深水と馬車を同ふし熊本県人の招待会に湖月亭に臨む。会する者は陸軍
運輸部大連支部長少佐吉澤逸八，要塞司令部大連派出員大尉松田正孝，満州日々記者伊藤武一郎，都
督府技手戸上弥一郎，山田亀喜，高濱素，有馬邉，松井哲夫，下瀬某，大谷高寛，柳原又熊，深水十
八，山下稲三郎，黒川徳次等なり。十時辞帰，柳原来り送る。夜松尾生，余の為に特に来り筑前琵琶
一曲を弾ず。宮内季子来訪。熊本人花岡伊之助来訪。
旅順在留の内地人現に六千七百人，外国人十名以内，支那人六万許。小学校は第一，　第二の二校
にして，第一の生徒五百七十名，第二は九十人なり。
関東州の収入総額五百万円にして，内二百万は国庫より補助す。軍事費は此数中に在らず。
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大連には中学校一所，小学校第一，第二の二校有り。現に中学生二百人，小学生徒二校を合せ一千
七百人有り。昨年四月調査の時は八百四十名に過ぎざりしが，今年は倍数以上に増加せりと云ふ。
大連の新聞紙は金子某の漢字泰東日報，並に満洲日々，遼東新報の三種なり。
十月二十二日　快晴。朝伊藤武，山ノ井来訪。十時出て柳原を訪ふ。山田，大谷来会。中食後大連商業
学校に至り河合篤叙を訪ひ校内を一覧す。現在生徒数九十人，教師七人有り。三十九年の創立にして
毎月の経費約二百円，学科を本科と別科の二種に分てり。三時大谷，柳原，山田に別れ寓に帰り行李
を収拾す。午後六時二十分寓を辞し森氏と馬車を同ふして車站に至る。川口，深水，柳原，阿南，小
谷，松尾，松井，黒川，大谷，野村，半澤，高筒，山田，有馬，伊藤，芹澤，菅野，中田，戸上，高
濱，外三，四人来り送る。七時開車，別を諸子に告げ大連を発す。十一時瓦房店に達す。停車二十分，
車站附近並に沿道一帯往来の人，汽車上下の客十の七，八人は邦人にして，飲食品を売るの清国人皆
日本語を用て叫売，毫も日本内地を旅行するに異ならず。
十月二十三日　快晴。黎明立山馬伊屯駅を過ぎ右方首山を望む。 日露の役苦戦の地なり。遼陽に至れ
ば天全く明く，太子河を過ぎ東方群山の逶邐たるを望む。二十年前遊跡を留むるの処なり。是日秋空
如洗，片雲を留めず，心神蘇せんと欲す。蘇家屯に至る。人家十数戸，所在に点在す。此処撫巡線の
分岐点たり。車站鈴木島吉に邂逅す。上海に向て帰る者なり。渾河を度り七時四十分奉天車站に達
す。中島真雄，中西正樹，山田純三郎，菊地眞二，佐藤　，染谷　等来り迎ふ。中西，中島と馬車を
同ふし大西門外の盛京時報社に投ず。石川，平山，岡部二郎，北條某，井野彦三郎，速水一孔等来会，
中食を共にす。午後速水副領事と領事館に至り，小池総領事を訪ひ名刺を留め，深澤暹の処に小談。
速水と再び出て井深彦三郎を大西門内に訪ひ，五時帰る。夜原口聞一来訪。鉄岺本田選，森岡正平の
信至る。天津山根，北京川島，上海白岩に五，六名連名にて信片を発す。
十月二十四日　晴。熊本山田，上海留守宅，井手，島田列，森茂，柳原に致書す。午前野村正，冨岡来
訪。十時半中島，中西，菊池，染谷と馬車に分乗し北陵に向ふ。正午達す。奉天を北に距る約二里許，
清の太宗文皇帝の寝陵なり。境域広大にして老松林を成し，□然市塵に遠かり，幽静山中に在るが如
し。廟の内外を徜徉し松下に欒坐して行厨を用ひ，午後四時帰る。深澤暹，橘三郎等来訪せりと云
ふ。山田純三郎，坂田長平来訪。六時牛島，中西と井深の招邀に赴く。新を談じ旧を話し，十時月を
踏で帰る。
十月二十五日　晴。午前領事館に速水，深澤を訪ひ，去て山田純，原口聞一を敲き，十一時中西と出て
諮議局議会を傍聴す。出席議員四十余人，傍聴者僅に十余人。議員の多数は容儀野朴にして服装極て
粗野，傍聴者亦多くは卑賎の人なり。議長，副議長，書記は上壇に坐を占め，議員の発議者は台上に
登り議長席を背にして演説す。議場静粛，一辞を発する者無し。
諮議局議長は前教育会長呉景濂，副会長二人，一は孫百斛，一は袁金愷なり。
午後松本清司来訪。鉄嶺森岡，本田より電話にて余の来期を問ふ。三谷末次郎，藤野君山，横山吏弓，
伊津野和尚来訪。午後二時井深仲卿，遠藤々次郎，西宮房次と馬車を駆て奉天車站に至り，更に新奉
線の ｢トロ｣ に乗じ塔湾西南の丁香屯に至り，舟を艤して小湖に猟す。風大にして舟意の如くなら
ず，一も獲る所無し。六時屯内の一民屋に投宿。坑上に欒坐し蠋を剪りて暢談，詩歌唱和，亦旅中の
一快事なり。是日午前十一時伊藤博文氏の一行奉天を発し吟爾賓に向ふ。
十月二十六日　風雪，寒気頓に加ふ。午前七時半結束。雪を踏で猟区に向ふ。適々井深の旧知支那の猟
夫王宝廷なる者馬に騎して来会，長七尺許の偉丈夫なり。湖上風大にして舟進まず。正午屯に帰りて
中食し，｢トロ｣ に乗じて奉天に帰り車站に小憩，馬車，鉄道に乗じて時報館の寓に帰る。時四時な
り。三谷の信至る。向野堅一来訪。猟装未だ脱せざるに報有り，曰く，昨日此地を発せる伊藤侯爵今
朝十時吟爾賓停車場に達し汽車を下り歓迎者の前を通過の際，洋装の一韓国人群衆中より五，六歩を
隔て伊藤公の右腹部を矩銃にて射撃し三弾を命中せしめて之を殪せり。随行の田中満鉄理事，森槐
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南，川上総領事傷を被けりと云ふ。午後六時同文書院出身者，其他知人の招宴に奉天倶楽部に赴く。
余の招待と速水の送別とを兼る者なり。来会者三十八人。山田純，原口等斡旋尽力せり。九時半辞
帰。是夜十二時四十分伊藤公の遺骸奉天駅を過ぎて南下せり。総督巡撫以下清国官憲，並に滞留中の
英国キッチナー元帥も亦邦人の在留者一同と之を奉天駅に送迎せり。海軍に伊藤公の変を報ず。
満鉄附属地以外奉天の居留民は二千三百人にして戸数六百戸有り。奉天に於ける清国人口は十七万
にして戸数三万なりと云ふ。
十月二十七日　快晴。午前五時起床，上車奉天車站に至り，坂田長平と六時二十分の汽車にて撫順千金
寨炭坑視察の途に上る。英将キッチナー亦此の時刻を以て奉天を発し安奉線にて韓国に向ふ。七時二
十分蘇家屯着。松田満雄汽車中に来訪。松田は戦役以来此地に居住する者なり。九時五分千金寨に達
す。推車に乗じ炭坑事務所に至り所長松田博士に面し小談。同文書院出身者松鳥の東道にて千金寨東
立坑に至り，燈を携て七百呎の坑道を下り坑内の事務所に至り小憩（事務所は地下三百四十沢の処に
在り）。役員某の案内にて坑内を縦横に巡視し採掘の情況を見，正午事務所に帰り松鳥正吉，横川安
三郎両人より中食の饗を受け，午後再び出て現に開掘中の大山坑，並に貯水池，発電所，旧市街，舎
宅街等を巡覧す。松鳥及び角某東道たり。三時事務所に帰り小憩。横川の先導にて器械工場，製作場
等を一覧し，四時辞して車站に至り五時二十分の汽車に乗ず。松鳥，横川来り送る。是夜天清く月明
にして夜色殊に佳なり。六時孤家子を過ぐ。安奉，撫順両線の交叉点なり。七時五十分奉天に達す。
坂田と別れ馬車，鉄道にて時報館に帰る。
撫順炭坑
撫順炭坑なる者は撫順県下千金寨の東立坑，西立坑，大山坑，東郷坑，楊柏坑，老虎台坑等六坑の
総称にして，現に採掘中の者は東西両立坑，楊柏堡坑，老虎台坑の四坑にして大山，東郷の二坑は
今正に試掘中にして最新式の設計にて，大山坑の如きは深さ一千〇四十余沢にして未だ炭層に達せ
ず。東郷坑も大山同様の設計にて，将来此の二坑に全力を用ひんとする者の如し。此辺一帯の炭層
は三十度の角度にて，厚さ百五十呎延長三里に及び，目下一日の出炭二千噸，大山，東郷二坑の設
備完成の暁には毎日五千噸を出すの予定なり。採掘費は一噸に付き二円を要し，現に一噸六円の価
格にて販売せり。
従来開平炭の奉天一帯に銷売せしもの一年二万噸内外なりしが，今は撫順炭に圧せられ四千噸に減
少せり。満洲全部に於ける巡撫炭の銷路は一年約十五万噸に過ぎず。本渓湖の炭坑は一日の出炭僅
に百二十噸にして，多く焦
コー
炭
クス
の材料に供す。
目下汽車便にて各地に運出せらるゝもの一日一千八百噸に過ぎずと云ふ。炭坑附属用地は百万坪に
して経営に要する総予算は八百九十三万九千三百二十九円なり。
撫順の炭量見積約十億万噸にして，百年計画を以て諸般の設備を逐行しつつあり。現在炭坑事務所
長は工業博士松田武一郎にして，役員二百五十三人，坑夫日本人七百二十四人，清人六百八十三人，
日本坑夫の最高賃金は一日三円にして最低二十三銭，清人最高三円最低二十銭，之を平均すれば日
本人一日一円二二銭，清人五十銭なり。
右の外常役夫，常役苦力等日清両国合せて二千三百七十五人有り。
千金寨に於ける諸般の経営は全美を極め，学校，警察，病院，旅館，劇場，倶楽部，舎宅等の建築
堅牢無比にして，其の建築法の如き千差万別，各其の観向を異にせり。僻陬の一寒村忽ち変じて厳
然たる都市と為り，邦人の来りて各種の職業を営む者毫も内地と異ならず。目下此地に在住する者
官民合計男二千二百六人，女一千二百二十五人，守備として中隊本部を此地に置けり。
小学校は尋常，高等を合せ男生九十四人，女八十四名有り。
坑区北は渾河を限り，南は千金台山を包み，東は東州河を界し，西は小瓢屯に至る長方形の地勢な
り。
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千金寨旧市街の西側に新市街の設計を為せり。街の南に千金寨山有り，眺望佳絶なり。此より撫順
県に至る約七清里。
清人の手にて千金寨炭坑を侵蝕する為め此を距る十八清里の新屯に開坑せんとせしを以て我より先
じて之を開き其の計画を破れり。
十月二十八日　快晴。午前三谷，井深来訪。午後中島，中西と小西門を入り四平街関東公司に至り三谷
を訪ひ，帰途小南門内満鉄公所に佐藤少佐を訪ひ名刺を留め，大南門内の総督衙門，大清銀行，皇宮，
其他各衙門を巡覧す。督署は宏大なる洋館にて匾して奉天行省公所と謂ふ。帰途井深宅に名刺を留め
て帰る。松田満雄来訪，共に出て領事館に速水一孔を訪ひ，深澤暹，橘三郎等と寛談，五時帰寓。松
田は蘇家屯に向て去る。井深，中西，中島と会食す。夜山田純三郎来訪，撫順の画葉書を贈る。
満洲に於ける大連，営口，安東，大東溝，大孤山五処の輸出入総額は一億万両にして，戦前は四千
万両に過ぎざりしと云ふ。
十月二十九日　快晴。午後中島真雄と小西辺門にて馬鉄に乗ず。向野堅一，並に昔佐々家の書生たりし
桑原某に車中に遇ふ。向野宅に至り小談。出て小学校，病院，新車站，安奉線の起点等を巡視して帰
る。以上の建築は皆満鉄の経営に係はり規模甚だ大なり。向野宅に小談。七時速水の帰国を送る。間
島副領事に転任する者なり。深澤，橘の東道にて大南門内江南春に晩餐の饗を受く。同座は中島，中
西，向野列なり。九時月を踏で帰る。此夕山田夫婦より晩餐の招有りしも先約を以て辞す。
奉天に於ける漢字新聞は中島の盛京時報，並に東三省日報（民政司機関），奉天醒時白話報の三種
と邦字南満日報となり。
城内外の我小学校には生徒合計三百名有り。
橘三郎来訪。内田より電報至る。電話にて鉄岺内田，森田列に明日出発を報ず。深水，白岩，永瀧，
増田，山根に致書す。
十月三十日　快晴。正午時報館諸子に別を告げ，中西と向野宅に至り中食の饗を受く。山根立庵の信至
る。三時半向野を辞し車站に至り四時鉄嶺行の汽車に乗ず。中島，中西，向野，北悟一，坂田，日高
等来送。赤松慶太より満洲各地の画葉書を送り来る。渡辺某と同車たり。北門外線路の右側宏大なる
支那兵営有り。中央に練兵場を設け兵舎之を囲み，鱗次相連る。二個師団の兵を容る可し。車中山中
寛太郎に邂逅す。七時鉄岺に達す。北村，本田，権太，森岡，末廣，内田等十余人来迎。上車領事館
内本田の所に至り小憩。再び車を駆て城外桜町万安楼の請待に臨む。会する者森田領事，伊東正金店
長，牧野，森岡，本田，内田，北村，渡邉，吉野，権太，頼富，小林，石崎，穴澤，末廣，木戸，内
藤，金守，白山，山中等にして待遇頗る優。十一時散ず。再び金守商店に至り饗を受け，十二時半帰
る。
鉄岺県の人口は城内外を合せ三万五千にして我在留民三千人有り。我小学校には百四十の生徒有
り。新聞紙は鉄岺新聞と商況日報の二種なり。
大豆の産地は鉄岺以北にして，開原より三十万石，長春より百五十万石，鉄岺より六十万石を出し，
鉄道未成前は遼河を下て営口に出でしが，今は多く鉄道に由れり。
鉄岺製粉会社一年十万袋を製出し（一袋四十斤），米団粉を奉天以南より駆逐せり。
県城の南に龍首山有り。柴河東南を流れ遼河城北を繞り形勝の地なり。
十月三十一日　晴。午前森岡，本田，内田と東門を出で龍首山に上る。眺望佳絶，県城眼下に在り。遼
河蜿に西北を流れ柴河東南を繰り，風致清淡画中の趣有り。帰途森田領事を訪ふ。芳野来訪。午後四
人相伴て西門を出で金二商店，権太，北村，正金伊東を列訪し，四時帰る。中島真雄の電報至る。夜
伊東小三郎，頼冨，内田，渡邉，森岡等来訪。守田利遠，田鍋安之助，留守宅，深澤，橘，井深，松
倉，佐原に致書す。
十一月一日　健晴。緒方，不破に致書す。十時車站に至り中島真雄を迎へ，領事館に至り森田領事を訪
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ひ，本田宅にて中食す。森岡，内田同座たり。二時本田を辞し，中島と正金に至り伊東を訪ひ小談。
三時車站に至り四時十分の汽車に乗ず。森岡，本田，内田，松宮，小林，森田領事，梅原，伊東，頼
冨，穴澤等来り送る。六時奉天に至り中島と分袂す。太田助役，菊池，染谷，坂田，山田純等来送。
中西正樹来り余を拉して車を下り尚数日の逗留を勧む。余肯ぜず。中西と同車蘇家屯に至る。七時半
着，松田満雄来迎，即ち其家に投ず。入浴後三人会食寛談，午前一時に至り寝に就く。
南満鉄道大連長春間四百五十哩（幹線）にして，大連奉天の間二百五十哩の複線有り。支線は大連
旅順間の三十七哩，蘇家屯撫順間三十哩，営口大石橋間十六哩にして，一日一哩の収入約五十四，
五円にして東海道線と相似たり。
十一月二日　快晴。午前六時中西奉天に向て帰る。之を郊外に送る。正午松田を辞し営口十二時四八分
の汽車に乗ず。松田来送。煙台に至る。同文書院出身水谷生来見。午後二時半遼陽を過ぐ。左側に首
山堡有り。鞍山站に至る。左方に千山の奇峯を望む。遼東の名山医巫閭と並称せられ乱巘崔嵬，其状
犬牙の如く秀絶比無し。鞍山店を過ぐれば線路両山の間を過ぐ。山頂岩骨嵯峨，不生一木。四時十分
湯崗子を過ぐ。駅東二十丁温泉有り。黄昏海城に達す。六時二十分大石橋，七時二十分営口着。深水
十八，牛島吉郎，上田賢象，三田村源次，若杉要，上杉博路等来迎。馬車にて新市街深水宅に至り投
ず。上田，牛島，上妻，若杉，三田村等と会食す。小泉市太郎来訪。
十一月三日　大風雪。深水宅に蟄居して天長節を迎ふ。牛島，上田，上妻，倉田，三田村，田村等来訪。
晩有志者の招宴に祇園閣に臨む。会する者岡部，神崎，會田，内田軍医，以下十九人。十一時辞帰。
上田，牛島来談。是日上田，深水，牛島，倉田，田村等と撮影す。
十一月四日　晴，寒気肌を刺す。午前牛島と馬車を賃し小寺油房を観る。現に一日に豆餅五千枚を製し，
豆油二万三千六百斤を出す。豆餅一枚の価一円二十銭と云ふ。使用する所の工夫七十二人有り。正金
銀行に杉原泰雄を訪ひ小談，上海に於ける旧知なり。去て正隆銀行を一見し，領事館に領事太田喜平
を訪ひ，若杉の処に中食の饗を受て，倶楽部，病院を一覧し，民団に岡部を訪ひ，西義順油房に倉田
を敲き，転じて道台衙門に至り道台周長齢を訪ひ小談。帰途東来醤園に田村を訪ふ。一年の醤油醸造
高千二百石に上ると云ふ。帰途神崎商店に名刺を留め，五時帰寓。晩深水と小泉市太郎の招宴に赴
く。途中内田鎮一を訪ふ。小泉宅にて宴終はりて後主人紙を出し字を索む。為に三紙を書す。十時帰
る。向野堅一奉天より来宿。
十一月五日　晴。朝理髪す。天津山根虎之助に明後日着津の事を報ず。小田原来訪。晩正金銀行杉原の
饗宴に深水，牛島と共に赴く。帰途若杉，志水を訪ひ，十一時帰る。
十一月六日　快晴。牛島，深水書を索む。数紙を書す。晩深水余の為に小宴を開き，牛島，上妻，若杉，
小泉，田村，松本等を招き会飲。十二時散ず。
営口居留民二千五百人，邦字新聞満洲新報有り。
商業学校生徒百五十名，日本教師二名。
日本小学校には生徒百二十名有り。
十一月七日　晴。午前九時深水夫婦と馬車を同ふし遼河岸に至り，小汽船にて河北に渡り，十時半の天
津行汽車に乗ず。深水夫婦，田村，三田村，小田原，會田，小泉，若杉，上妻，牛島等来送る。土倉
五郎と同車たり。天津に至る一等車資二十三元一角半なり。午後二時溝帮子に至り北京行の汽車に換
坐す。右方近く十三山の奇峯を望む。砂河を度り，三時半錦州府を過ぐ。七時食堂に入り晩餐す，膳
費二元。八時山海関を通過す。雨。
十一月八日　晴。午前四時二十七分天津着。土倉と分袂す。山根立庵暁を侵して遠路来迎，厚意感ず可
きなり。車を駆て山根の寓に至る。残月一彎，暁色人に可なり。朝食後天始て明く。山根と芙蓉館に
至り投ず。出て入浴す。江原邦彦，森田元次郎，三浦喜傳来訪。午前山根と出て三浦を訪ひ小談。領
事館に小幡領事，酉吉，並に瀬上を訪ふ。正午三浦の招きにて敷島に至り中食す。山根，瀬上同座た
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り。午後瀬上と日本租界を散歩し，北支那毎日社に小田桐勇輔を訪ふて帰る。小幡領事来訪。中島半
次郎，山根虎，三浦来談。六時敷島の歓迎会に臨む。小幡領事，矢田副領事，山根，三浦，中島半，
江原，真藤，檜田，森田，豊岡，小田桐，瀬上，以下二十余人。九時半散帰す。
天津在留民一千四百人，尋常高等小学校一生徒百人あり。新聞，天津日々新聞，大公報，商報，忠
言報，中国報，時聞報，中外実報，民興報（以上漢字新聞），北支那毎日，北清日報（以上邦字新聞），
並に邦人の主幹に係はる西字報チャイナテレビオン有り。
端総督の参謀は徐清阿，並に巡警局坐弁劉景沂（日本留学出身）の二人なり。
十一月九日　陰。午前八時芙蓉館を出で停車場に至る。小田桐，豊岡，三浦，江原，榎本等来送。九時
発車，天津新站に至る。中島半次郎来送。正午北京前門着。増田中佐，大河平書記官，波多，上野岩
太郎，西田畔一，高宮議，並に實相寺貞彦特に馬車を出して迎接，増田海軍官舎に投ず。上野，小森
少佐正鋭，並に大隈伯の開国五十年史を支那大官に頒贈せしが為に滞在中なる副島八十六来訪。午後
石川半山，川島浪速来訪。出て伊集院公使，本多書記官，大河平，高尾，西田を列訪す。晩公使より
晩餐の案内有り，増田，副島と共に赴き，九時半辞帰。同座は本多，大河平，増田，副島，実相寺，
外一人なり。
十一月十日　晴。午前七時同寓の副島八十六漢口に向て出発す。出て小森，上野，豊島，実相寺，呉，
本荘，神田列を歴訪す。呉，豊島来訪。午後順天時報社に上野，津田武，高宮，波多を訪ひ，去て石
川を敲く，在らず。晩本庄少佐の招宴に赴く。増田，高尾両夫婦，並に時事新報通信員鷲澤與四二同
座たり。
十一月十一日　快晴。上野岩太郎来訪。上海留守宅，柳原，山根に致書す。午後安定門内分司庁胡同に
川島浪速を訪ひ，四時辞出。帰途高尾を訪ふて帰る。小森，西田来訪。六時上野の招宴に前門外取登
胡同同興堂に赴く。支那饌の饗有り。同座は石川半山，鷲澤，神田，津田，高宮，小森吉人，山崎膽，
矢野仁一等なり。十時半帰る。奉天坂田の信至る。
十一月十二日　晴。牛島，田岡，小田桐の信に接す。牛島より写真を送り来る。中川芳三郎，小森吉人
来訪。午後公使，並に西田を訪ふ。晩増田主と為り余の為に宴を設け，豊島，実相寺，呉，上野，西
田，大河平，本庄等を招く。歓談十一時に至て散ず。
十一月十三日　晴。終日寓に在り。神田正雄，松本菊熊，山崎膽，高宮議来訪。夜川島，豊島，呉，実
相寺，大河平等旧友の招宴に東四牌楼福全館に赴く。九時半帰る。天津山根の信至る。
十一月十四日　晴。午前九時化石橋に至り外務部左丞曹汝霖を訪ふ。邦語を善くす，少壮の俊才なり。
順天時報社に至り津田，波多と相伴て西駙馬大街東華学堂に至り小林吉人，矢野仁一を訪ひ小談。小
林，津田，波多と西直門外動物園，植物園に至り遊覧す。規模広大，各種の動物皆此に集る。暢観楼
を見る。西洋式の建築にして陳設善美，故太后の休息所なり。燕春軒に至り中食す。小林，津田と連
名，武田寧，宇野海作に葉書を出す。四時帰寓。再び出て川島宅に至り入浴，晩餐，謡曲一，二番を
謡ひ，寛談午前一時に至り遂に川島宅に留宿す。
十一月十五日　快晴。午前九時半馬車川島宅を出で東四牌楼三条胡同に至り陸軍部尚書鉄良を訪ひ，談
話時を移し川島宅に帰り中食し，午後二時半再び馬車にて東単牌楼金魚胡同に外務部尚書那桐を訪
ふ。俗巧柔儒，其器鉄良に及ばず，会談少時にして帰る。六時半小林吉人の招饗に扶桑館に赴く。同
座は増田，上野，津田，高宮，瀬上等なり。十一時散ず。席上津田の韻に和す。高宮亦た贈るに国風
一首を以てす。
昔游回首恨還多，心事百年付逝波，絶代銷魂説不尽，青眼対酒発高歌。
十一月十六日　晴。前八時西城細瓦廠に至り郵伝部程明超を訪ふ。湖北人にして翰林出身なり。学識有
り，少壮政治家中の人物なり。席上程家檉に会す。順天報社に至り津田，高宮と小談。帰途西田耕
一，高尾亨を公使館に訪ひ帰る。午後小森，豊島を訪ひ，四時帰る。上海佐原，中島，白岩，神崎，
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営口深水，牛島に致書す。晩正金銀行実相寺の招饗に赴く。同座は阿部天津駐屯軍司令官，増田，本
庄両中佐，渡辺副官，石丸助役等なり。十一時散ず。
十一月十七日　晴。前八時西単牌楼豊盛胡同に民政部延鴻を訪ふ。謹厚誠実，頗る識見有り。晌午辞し
て順天報社に至り中食。波多と上車，西直門を出で行二里許，海淀鎮を過ぎ万寿山下の外務部出張所
に至り，案内者を雇ひ万寿山を周覧す。皇室の離宮にして前は昆明湖に臨み，右に西山を控え，湖の
大西湖の半に及ばずと雖ども水色清洌，毛髪鑑すべし。門を入れば仁寿殿有り，金碧煇煌，結構小な
らず。両宮軍機大臣を召見するの処。第二は玉瀾堂にして皇帝燕息の所。第三を楽寿堂と名け，故太
后の居室たり。山上の屹立する層楼は仏光閣にして，其後に金碧燦然たる楼屋有り，匾して泉香界と
謂ふ。此他大小の楼宇廻廓曲欄点綴，極て雅致有り。園内松柏掩生，翠滴らんと欲す。二時半巡覧終
り帰途に就き，四時半順天報杜に帰り上野と小談，五時帰寓。北京廿一日会より晩餐の案内，並に本
多書記官より十九日の晩食の請帖至る。西直門より海淀に至る道の左側に禁衛軍兵営の基地有り。
十一月十八日　晴。実相寺の案内状至る。午前小森少佐来訪，二十日晩餐の案内有り。保定田岡，漢口
岡に二十一日出発を報ず。中食後上車，安定門内後円恩寺胡同に至り禁衛軍第一旅団長良弼を訪ふ。
人と為り豁達精悼，議論風発口を絶たず。満洲宗室にして摂政王の信任極て厚く，満人中傑出の才な
り。摂政の弟洵，濤の二人，並に毓朗等と結納し，勢力極て大なり。
良曰く，禁衛軍は現に歩兵一聯隊と騎兵一大隊に過ぎず。又曰く，一鎮を編成するには初年に五百
万両の開弁費を要し，次年以下は三百五十万の経常費を要す。
徴兵令は宣統六年より実施の予定。
良と談話時を移し，去て川島を訪ふ，在らず。帰途呉永寿を泰平公司に訪ひ小談，帰る。延鴻不在中
来訪せりと云ふ。晩実相寺の招邀に赴く。塡鴨の饗有り。同座は法学士杉英三郎，西田耕一の二人の
み。十一時帰る。
十一月十九日　晴。西駙馬大街に至り小林を訪ひ，帰途津田，高宮，波多を順天社に訪ふ。正午同文書
院出身西田，中川，波多，小濱，江原等の招宴に前門外大柵欄豊恵堂に赴き支那料理の饗を受く。安
藤不二男亦来会。二時半散ず。波多と写真し，帰途本庄を訪ひ，談話時を移て帰る。
北京日本人八百名，支那官府の聘に応じ当地に在る者
法制学堂六人，法律学堂四人，監獄科二人。高等巡警学堂五人，測絵学堂四人，中学実業学堂八
人，優級師範一人，五等中学堂一人，総税務司衙門一人，農事試験所一人
全国三十六鎮の中十六鎮略ぼ成るを告げ，残り二十鎮有り。三十六鎮を完成するに七千万両を要
す。之に要塞費三千万，総計約一億万両。
海軍費，製艦，軍港等の総費約五億万円。
憲政実施に伴ひ官制改革，其の他興革事業，並に諸般の施設経営に要する者，概計三十億万円。
一鎮の開弁費三百万両。経常費毎年二百万両。
旧式兵全体の経費，年千八百万両。之を裁して新軍経費の一部に充てんとす。
禁衛軍は全国の模範軍隊なれども毎月逃亡者平均百分の三有り。
午後七時本多書記官の招宴に赴く。同座は下瀬軍医正夫婦，上野夫婦，実相寺夫婦なり。十時半散
ず。昨夜実相寺招宴席上左の一絶を其の書画帖に題す。
相識与君二十年，燕雲楚樹恩綿々，今宵燈下一杯酒，酒味不如情味円。
十一月二十日　快晴。朝実相寺，上野，神田，高尾，豊島を訪ひ告別。去て公使館に至り伊集院公使，
本多書記官，大河平，西田等に別を告げ，帰途小森を訪て帰る。津田武来訪。是夕良弼より案内有り，
因て小森少佐の約を辞す。午後大河平，神田，高宮，実相寺，小林新六，上野岩太郎等来訪。田岡保
定よりの信至る。高尾亨来訪。五時半増田と馬車，安定門内後円恩寺胡同に良弼の招宴に赴く。余を
主賓とし増田中佐，本庄少佐，町野大尉，岩本中尉，並に禁衛軍聯隊長応龍翔同座たり。八時半辞帰。
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北京二十一日会の案内状至る，明日出発するを以て之を辞す。
十一月二十一日　晴。是日北京を辞し漢口に下らんとす。午前五時半起床，行李を整頓す。実相寺其馬
車を以て来り送る。増田家に別を告げ，増田，実相寺と同車，前門外車站に至り七時の汽車にて発
す。増田，実相寺の外小林吉人，波多，上野，高宮，西田，中川，岡本，吉永父子，津田，小森，川
島欣一来り送る。川島浪速より其の昨日遠猟獲る所の雁を味噲漬とし其弟をして来り贈らしむ。情誼
感ず可きなり。諸友と握別。七時半芦溝橋を過ぐ。回顧すれば昔年単旅南下の日，故山口外三，井
手，北御門，宮島等送て此に至り相別る。烏兎匆々屈指正に二十年，触景往事を憶ふ感何ぞ堪ん。有
詩，
独出燕門欲暁天，太行山色転娟々，并州一別人千里，去度桑軋恨万千。
又，
淹留旬日尋鴎盟，投轄謝他故旧情，一別天涯感多少，暁風残月出燕京。
瑠璃河を過ぐ，鉄道の支線有り。九時易水を度り，十時保定府に達す。田岡正樹，甲斐一之，木堂少
佐等来迎。上車西門を入り東門内火神廟田岡の寓に投ず。甲斐，木堂来訪。午後諸氏と出て有名なる
蓮池書院を観る。古の蓮華池唐以前の古蹟にして元の張柔之別墅なり。清の列祖列宗南巡の行宮な
り。憲皇帝書院を勅建し蓮池を以て名く。水東楼，六幢亭，法帖亭，直隷図書館等の亭榭，池を繞て
点綴し，頗る雅趣有り。以前に於ては天下四大書院の一なりしも，今は廃して公園と為れり。
保定府在留民百名中四十人は文武学堂の教師なり。
法制学堂生徒四百人，法律学堂生徒五百人，巡警学堂生徒二百人，
優級師範学堂生徒五百人，陸軍々官学堂生徒百五十人，陸軍速成学堂生徒一千人，
此他幼年学堂，馬医学堂，主計学堂，軍機学堂，農務学堂等有り。
甲斐一之，多賀少佐宗之を訪ひ，四時日本倶楽部の歓迎会に出席す。会者二十三人。歓談九時に及で
辞帰。多賀，甲斐来訪。田岡と談じ十二時就寝。
十一月二十二日　陰。中津三省より晩餐の招あり，本日出発を以て之を辞す。午前九時田岡を辞して保
定西門外車站に至り上車。田岡来送。漢口に至る車資念五元六角。十時十五分開車，正午正定府に至
り中食す。滹沱河を度り石家庄駅に至る。此処山西太原線の分岐点なり。倉庫，汽罐車庫，修繕所，
石炭貯蔵所等有り，甚盛，新開の市街なり。右方太行山の逶迱たるを望む。即ち山西に入るの関門な
り。午後四時十五分順徳府を通過し，薄暮臨 関を過ぐ。田岡送行の詩韻に和し郵筒に投ず。邯鄲県
に至れば日全く暮る矣。七時十五分彰徳府に達し車上に宿す。
和田岡淮海韻
甘苦嘗来世味諳，人生要訣此中探，清苑半夜寒燈下，心迹対君仔細談。
十一月二十三日　晴。未明起床。北京川島浪速，奉天中島真雄，中西正樹列に信片を発す。七時半湯陰
県を過ぐ。岳飛の故里なり。此日天気快晴，平疇茫々，極目際無し。直隷南部より村落稀疎，墟落の
間互に一，二里を隔つ。墳墓亦た極て少し。直隷の内邱県一帯の地は波状の高原にして，彰徳以南は
右方遠く太行山を望み，左方又た遥に遠山の起伏するを見るのみ。淇水を度る。幅五，六間，水流清
浅。淇県を過ぐ。二十年前此より衛輝府に至るの間夜迷て道を失し，之に加ふるに風雪を以てし，飢
寒交も至り夜半始て頓飯舗の一小店に投ぜし事有り。今日快車此地を過ぎ，坐に今昔の感に堪へず。
九時衛輝府を過ぐ。北門外に殷の太子比干の墓有り。此処は太公望の故里にして，孔子擊磬之処亦た
此の地に在り。潞王墳駅に至る。道沢鉄道の清化鎮に至るの線路西方に向て通ずるを見る。道□より
する者は新郷県の南に於て本線に合せり。衛河は新郷県城の北を流る。舟楫の便有り。衛輝以南四顧
平茫，南方只だ一，二の小丘を見るのみ。所謂河南の平原是なり。十一時二十分黄河北岸駅に達す。
対岸一脈の山形屏風の状の如し。大鉄橋を度る，長二哩十五分間を要す。南岸駅に達す，蠎山の下に
在り。山頂城砦の状を為す隧道を過ぐ。北京を出てより之を初と為す。鉄橋を回顧するに恰も百足の
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横はるに似たり。蠎山は河に臨で峙ち麓より頂上に至る。開劈万段耕作地と為す。山腹穴居する者甚
多し。山南に呂祖の廟有り。滎沢県を過ぎ鄭州に至る。汴洛鉄道州城の西南に於て交叉す。
頗る殷盛の概有り。此より以南棗樹林を成し遠く相連る。和尚橋駅の南より西に向ひ支線有り。竣工
する者少許に過ぎず。許州に至り中食す。焼餅一個六文，油条六文，鶏卵一仙，粥一碗六文，二十年
前に比し其価僅に五と六の差のみ。鄭州以南は二十三年前曾游の路なり。許州を出てより村落漸く多
く，地味亦肥へ北方の白壌に似ず。民家の構造稍や江南地方のものに似て平房を見ず。羅湾河を度る
上下舟楫の便有り。郾城，西平，遂平一帯の地灌漑の便有り。六時駐馬店に達し天保桟に投宿す。破
窓竹床，寒気肌を刺す。九時就寝。雑踏眠を成す能はず。宿料五十六仙。是日詩有り，
　大野茫々不見山，廿年游跡在茲間，青衫一領万千恨，付与秋風鬢髪斑。
十一月二十四日　快晴。午前四時起床。門外巳に騾鈴丁東として往来絡繹たり。六時客桟を出で汽車に
上る。七時十分開車，前方確山を望見す。是日晴空洗ふが如く，山容妍々空際に浮び風趣言ふ可から
ず。確山県城と線路右側の山下に在り。黄河を度てより此に至て始て山を得，此より道の両側山陵起
伏，長台関を過ぎ大河を度る。此辺地味肥潤，墟落の光景恰も江南に似たり。確山以南一路山陵相属
す。信陽州を過ぎ河を度て柳林駅を過ぐ。両側の山益す迫り，碧渓其間を流れ，修竹粗松水を挟で点
綴し，宛然一幅倪画の趣有り。李家寨を過ぐ。両側の山愈々逼にして愈険。新店の左方乱峯屏列，山
上雉堞を繞らし関門有り。一径羊腸之に通ず。鶏公山と名く。山中多数の洋房有り，外人避暑の別業
なり。行く少許隧道を過ぐ。此処河南，湖北両省の分界点なり。東篁店を過ぎ広水駅に至る。渓山の
間に於ける一市集なり。此辺一帯風景甚佳。詩有り，
清流屈曲匹練長，竹落松村水一方，天下渓山勝絶地，桂林以外有茲郷。
王家店を過ぐれば両側の山漸く尽き，局面始て開く。花園駅以南河流有り，小舟を通ず。午後二時四
十分孝感県を過ぐ。県城は駅を距る八清里の地に在り，見ることを得ず。行く少許にして眼前に湖水
を望む。湛口を過ぐ。人家二百許丘上に在り。行く数里始て長江岸に出で，江岸車站を通過して四時
四十分漢口大智門停車場に達す。岡幸七郎，小山田淑助，角田隆郎，渡辺弥太郎，長安英彦，福島豊
太郎，宝妻寿作，茂木一郎，小林和介，三木甚市，田添，安達，中津，濱丈夫，八田等来迎。馬車橘
宅に投宿す。角田，岡，宝妻，立川等と晩食す。食後入浴，快殊に甚し。
十一月二十五日　晴。朝小山田来訪。午前理髪。渡辺，田添，小林，実相寺，角田，長安，渡辺官補，
吉原等を訪ひ，吉原と日本租界を巡視して帰る。租界長二百五十丈，深百二十丈有り。鳥居赫雄，原
田棟一郎，山田珠一，北京増田中佐，上野岩太郎，津田武，高宮議，波多博，上海井手友喜，島田数
雄，並に留守宅に致書す。午後五時同窓会の招待に山月亭に出席す。会する者二十五人。七時辞して
正金銀行の招宴に赴く。余と実相寺主賓たり。実相寺は急行にて昨日余に先て此地に来着せる者な
り。支那料理の饗有り。同座は当地の紳商十九人なり。十一時帰る。岡と談じ午前一時寝に就く。
十一月二十六日　晴。午前井手三郎湖南より帰来，共に出て実相寺貞彦の帰燕を大智門車站に送る。楊
子荃，李泉渓来訪。岡の案内にて山月亭に至り中食す。井手，宝妻亦来会。午後二時帰る。勝木恒
喜，真藤駿士来り謡曲小集を為す。横山直康，伊勢田隆等来訪。六時福岡禄太郎の招宴に日本人倶楽
部に赴き，九時帰る。南陽丸に至り吉原洋三郎を訪ひ小談。武昌談話会，並に猟友会，謡会等より案
内有り。之を辞す。
十一月二十七日　晴。倶楽部午餐会の案内至る。先約有るを以て之を辞す。天津山根虎之助，小田桐勇
輔に発信す。伊勢田来訪。正午熊本県人の招待会に一品香に臨む。二時散ず。帰途三井丹波，横山，
正金小林を訪て帰る。勝木来訪。五時旧知の招宴に角田宅に赴く。会する者は岡，角田，勝木，渡辺，
高木，中知，小山田，長安，福島，宝妻，河野同仁医院主，池田寅次郎，丹波義治，小林和介，吉原
洋三郎，横山，井手等なり。十時諸氏に別れ南陽丸に上る。以上の諸友，並に茂木，有安，丸，安達，
奥田，中津，宮尾，大島，大間知等来送。十二時開船。前夜倶楽部宴席小山田剣南の韻に次す。
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北征賦罷又南飛，塵土経年満客衣，最是快心第一事，微風澹海月載詩還。
十一月二十八日　快晴，気春の如し。同船福岡，吉原両人なり。午後一時九江着。磁碗大小二種を購
ふ。伊集院公使，本多書記官，大河平，高尾，西田，増田，根津一，軍令部吉田中佐に致書す。午後
二時開船。是日晴空拭ふが如く，廬山の面目妍々として眼前に在り。
江西鉄道は九江龍開河の西長江畔の琵琶亭より起り，土工巳に徳安迄を竣了せり。此距離二十五
哩。現客車，貨車各二輌，汽罐車二輌来着せり。資本金は九江南昌間七百万両の予算なり。
現に九江在留の邦人十五人に過ぎずと云ふ。是夜月明江山画くが如し。木下船長室にて会食す。
十一月二十九日　晴。午前九時蕪湖着。此地居留民二十人，雑貨店四戸有り。南京井原，福州前島，高
洲に致すの書を吉原洋三郎に托す。午後二時南京着，吉原上陸す。七時鎮江着。
十一月三十日　快晴。船中海軍への報告を作る。小林和介に致書す。午後零時上海着，平井徳蔵，加藤
壮太郎，松井石根三少佐，小泉土之丞，井手友喜，白岩龍平，中島為喜，秦長三郎，西本省三，島田
数雄，宮崎，小笠原等来迎。平井は本日の帰国の予定なりしも余を待つが為に延期。加藤は平井の後
任として来着せる者。小泉は間島税関に転任すと云ふ。一時北山西路第三号の寓所に帰る。晩佐々
布，井手来訪。夜平井，加藤を訪ひ，去て東和洋行に白岩，松井，副島八十六，小泉等を訪て帰る。
　北京政況拾遺
摂政王の参謀とも見る可きは其弟載濤，並に毓朗の両人にして，随時出入機密に参与せり。沢公は
鉄良を庇護するの故を以て近来王と好からず。粛親王も内心摂政に服せず，始終謙遜の体度を取て
載濤，毓朗等に譲れり。鉄良は沢公，慶王と接近せるも股肱の士を有せず。倫貝子も内心摂政に服
せず。洵貝勒の信任は其弟濤に及ばず。恭親王尊大自持，各皇族の嫌忌する所と為る。太后臨終の
時恭王に謂て曰く，我 ずるの後爾等協力能く之を謀れと。王自ら太后の遺言を作り全権を委任さ
れしを主張し，摂政王並に慶王の為に憎まれ，其の矯詔の罪を鳴らして之を処分せんとせしも，停
調者有て事無きをを得たり。○端方も某御史より為人不正と劾せられ，摂政の信任甚だ深しと言ふ
に至らず。岑春煊を排斥の上奏を為せしは端方なりと云ふ。慶王の位置危からんとせし時摂政の母
に送賄して位置を保つを得たり。○袁世凱免官の時徐世昌の位置危かりしも，毓朗と洵貝勒に哀求
して事無きを得たり。○光緒帝臨終の時軍機大臣は病床に就て，太后の命を銜み幼帝を儲嗣と為す
の意を奏す。帝曰く，国歩艱難の時長者を立つるに非ずんば不可なりと。各軍機会議決する能は
ず。帝王の嗣としては規定上溥字の人に限れり。現に年長者を求むれば溥倫貝子か恭親王の外有ら
ず。此時袁世凱摂政王の意を迎へ王自ら立てと勧む。王聞かざる者の如し。袁三たび之を言ふ，王
赫然として怒り棹を蹴て之を倒し其の不臣を詰る，袁色を失ふ。各軍機之を和解す。因て太后の意
に遵て溥儀を立て嗣と為し，其父を監国として円満なる処置を執るに至れり。袁は最初粛王に属望
せしも，他日政を専らにせんには粛王の如き才人有りては妨と為らんことを慮り，遂に之を遠けん
ことを謀り，両者の間相排擠するに至れり。○袁の意は恭王，若くは倫貝子を皇嗣に擬したるも大
勢定て及ばず。○太后も薨去の二，三年前より袁の不臣を劾する者続出せるを以て窃に之を疑ひ，
信用以前の如くならず。因て兵権を与ふる事を為さざりしなり。○袁党は排貨運動を以て摂政を苦
め外交の困難を醸し，此の機を以て袁を出さんと擬せり。閣臣中世続は稍や露国に傾き，徐世昌は
米国に依頼し，摂政王の家臣張翼は独逸に関係有り。袁起用の事に付き那桐，世続，端方の三人摂
政に説きしも応ぜざりしと云ふ。
